
荘

園

と

水

運

(
そ
の
三
)

一
北
九
州
・
遠
賀
川
流
域
荘
園
を
中
心
と
し
て
一

＞
o
。
ε
α
団
雨
霧
a
o
ロ
9
0
0
0
2
ヨ
〇
三
の
9
左
く
臼
↓
同
異
。
。
℃
〇
二
鋤
ユ
。
昌
ぎ
ひ
。
ζ
き
。
ユ
巴
Q
。
岩
8
日
●

1
乱
∋
Q
。
需
。
一
巴
即
9
0
『
。
昌
o
o
ε
島
。
ζ
。
。
8
嵩
ぎ
9
0
0
コ
σ
。
㌣
o
。
'
'
≦
岱
(
臨
毘
≡
)
じ
ご
9
。
。
ぎ
●
1
9
＝
凶
3
ヨ
¢
閏
男
〉
●

恵

良

宏

1

第
二
章
 
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
年
貢
輸
送

第
二
節
 
遠
賀
川
流
域
荘
園

三
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
領

-
、
粥
田
荘
の
概
観

 
高
野
山
金
剛
三
昧
院
領
粥
田
荘
は
、
遠
賀
川
の
支
流
犬
鳴
川
中
流
に
位
置
す
る
。
現
在
の
福

岡
県
鞍
手
郡
宮
田
町
本
城
を
中
心
と
し
て
犬
三
川
に
沿
っ
て
拡
が
り
、
ま
た
遠
賀
川
と
支
流
彦

山
川
の
合
流
地
で
あ
る
直
方
市
周
辺
ま
で
を
ふ
く
む
広
大
な
荘
域
を
有
し
た
。

 
金
剛
三
昧
院
に
寄
進
さ
れ
る
以
前
1
鎌
倉
期
以
前
の
粥
田
荘
に
つ
い
て
は
余
り
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
正
木
喜
三
郎
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
平
安
時
代
末
の
粥
田
荘
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ

注
ωた

の
で
こ
こ
で
は
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
略
述
し
よ
う
。

 
平
安
末
期
、
筑
前
北
部
に
勢
力
を
有
し
た
大
宰
府
府
官
藤
原
氏
一
族
に
山
鹿
、
粥
田
の
胸
壁
が

あ
っ
て
筑
前
国
の
遠
賀
・
鞍
手
・
嘉
麻
・
穂
波
四
一
に
ま
た
が
る
大
勢
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
粥

田
氏
は
源
平
争
乱
の
時
点
に
お
い
て
、
平
家
方
の
有
力
武
士
団
と
し
て
原
田
、
山
鹿
氏
と
併
ぶ

存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
保
元
二
年
、
粥
田
経
遠
が
下
野
国
へ
遠
流
さ
れ
る
事
件
が
あ
り

一
時
的
に
勢
力
の
後
退
が
あ
っ
た
と
し
て
も
広
大
な
粥
田
荘
の
規
槙
か
ら
考
え
て
、
そ
の
一
族

の
勢
力
が
こ
の
地
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
平
氏
の
滅
亡
後
、
以
遠
の
甥

山
鹿
秀
遠
の
平
家
与
党
に
よ
っ
て
、
没
官
領
と
な
り
源
頼
朝
か
ら
妻
政
子
へ
と
伝
領
さ
れ
た
。

 
粥
田
荘
の
立
券
年
代
が
何
時
で
あ
っ
た
か
は
史
料
を
欠
い
て
い
る
が
、
前
述
正
木
氏
に
よ
れ

ば
、
粥
田
荘
と
そ
の
本
家
成
勝
寺
と
の
関
係
が
い
つ
頃
生
じ
た
か
を
知
る
史
料
は
な
い
が
、
粥

田
荘
に
お
い
て
成
勝
寺
役
は
重
要
視
さ
れ
、
領
家
高
野
山
を
本
家
役
御
代
宮
職
と
称
呼
し
、
官

職
改
替
を
行
う
な
ど
本
家
職
が
単
な
る
得
分
権
を
意
昧
す
る
の
で
は
な
く
、
粥
田
荘
立
券
に
際

し
て
成
勝
寺
が
動
い
た
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
鎌
倉
時
代
に
成
勝
寺
領
化
の
史
料

が
見
当
ら
ぬ
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
て
、
平
安
末
期
延
勝
寺
寄
進
の
保
元
元
年
よ
り
前
に
、
粥
田

荘
は
成
勝
寺
領
と
し
て
立
券
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
家
が
成
勝
寺
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
元
元
年
、
粥
田
経
蔵
が
所
領
三
ケ
村
を
延
勝
寺
へ
寄
進
し
た
の
は
、
新

た
に
延
勝
寺
と
の
関
係
を
も
つ
必
要
に
迫
ら
れ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。

 
粥
田
荘
領
家
職
は
貞
応
三
年
九
月
十
八
日
、
北
条
政
子
か
ら
金
剛
三
昧
院
へ
寄
進
さ
れ
た
。

金
剛
三
昧
院
は
政
子
の
発
願
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
が
、
三
昧
院
紀
年
誌
に
よ
れ
ば
、
そ
の
草
創

は
建
暦
元
年
と
も
貞
応
二
年
と
も
言
わ
れ
明
ら
か
で
は
な
い
。
三
昧
院
建
立
の
由
来
に
は
、
安

達
景
盛
が
将
軍
実
朝
の
害
に
遭
う
や
、
世
を
果
敢
な
ん
で
、
も
と
も
と
信
仰
の
深
か
っ
た
仏
道

に
帰
依
し
、
高
野
山
に
入
っ
て
大
蓮
房
三
智
と
称
し
実
朝
の
冥
福
を
祈
っ
た
、
そ
の
時
に
政
子

の
援
助
を
得
て
禅
定
院
を
修
補
し
て
金
剛
三
昧
院
と
名
を
改
め
て
鎌
倉
三
代
将
軍
の
菩
提
を
と

む
ら
っ
た
と
い
・
％
粥
田
荘
は
こ
の
金
剛
三
昧
院
と
そ
の
多
宝
塔
領
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

 
金
剛
三
昧
院
領
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
弘
安
四
年
に
は
、
河
内
讃
良
荘
、
美
作
国
大
原

保
、
伊
賀
国
忌
武
保
、
紀
伊
国
由
良
荘
、
和
泉
国
横
山
荘
を
領
有
す
る
に
至
っ
た
、
粥
田
荘
は

弘
安
の
後
に
当
り
、
異
国
警
固
の
た
め
河
内
国
新
開
荘
と
替
え
ら
れ
た
が
の
ち
に
は
復
し
た
。

降
っ
て
建
武
元
年
十
月
五
日
後
醍
醐
天
皇
綿
旨
に
は
、
こ
れ
ら
の
荘
保
に
加
え
て
、
播
磨
国
桑

原
勅
旨
田
、
摂
津
国
小
真
上
、
伊
勢
国
大
蓮
名
内
柴
田
、
深
瀬
両
村
は
ど
の
各
地
が
記
さ
れ
、
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荘
園
が
増
加
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
粥
田
荘
が
も
っ
と
も
重
要
視
さ
れ
た
こ
と

は
、
田
数
の
上
で
も
群
を
抜
き
、
一
時
に
近
く
の
新
開
荘
と
替
え
ら
れ
た
が
再
び
寺
家
に
回
復

さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
能
え
よ
う
。

 
粥
田
荘
が
金
剛
三
昧
院
を
領
家
と
し
つ
つ
も
、
成
勝
寺
を
本
家
と
し
て
変
る
こ
と
が
な
か
っ

 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ

 
 
く
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
い

た
が
、
す
で
に
船
越
氏
が
指
適
さ
れ
て
い
る
こ
ろ
、
成
勝
寺
は
本
家
と
し
て
本
家
職
を
御
室
門

跡
が
行
使
し
た
、
正
中
二
年
の
九
州
探
題
下
知
状
に
「
当
庄
者
成
勝
寺
領
、
地
頭
庄
津
南
律

師
、
今
者
金
剛
三
昧
院
領
」
と
あ
り
、
永
享
八
年
の
金
剛
三
昧
院
住
持
宥
済
高
上
状
案
に
は
、

成
勝
寺
男
と
し
て
堺
津
で
、
二
十
石
を
御
室
に
渡
す
の
は
旧
例
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
永
享

年
間
に
は
御
室
か
ら
大
内
氏
の
被
官
鷲
頭
弘
忠
が
、
代
官
し
て
荘
内
一
円
知
行
と
い
う
事
態
に

な
る
が
、
御
室
の
直
務
は
寄
進
以
来
行
わ
れ
ず
、
成
勝
寺
米
二
十
石
を
沙
汰
す
べ
き
で
あ
る
と

の
み
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
降
っ
て
文
明
十
一
年
の
粥
田
荘
荘
務
頼
順
注
進
状
案
に
よ
れ
ば
「

文
治
口
熱
時
代
ハ
成
勝
寺
領
候
哉
」
と
も
見
え
る
。
こ
の
中
で
永
享
五
年
の
条
に
は
、
高
野
山

は
成
勝
寺
の
分
を
廿
貫
と
し
て
い
る
が
、
御
室
か
ら
は
本
家
役
六
十
貫
と
い
う
。
こ
れ
は
先
の

大
内
氏
被
官
を
代
官
に
補
任
す
る
と
い
う
事
も
考
え
る
と
御
室
側
の
積
極
的
運
動
の
結
果
と
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
働

見
受
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
文
明
十
二
年
に
は
六
十
貫
文
の
成
勝
寺
本
家
役
が
承
認
さ
れ
た
ら
し

い
。
い
つ
れ
に
し
て
も
粥
田
荘
の
本
家
が
成
勝
寺
で
あ
り
、
本
家
得
分
と
し
て
当
初
米
二
十
石

の
ち
銭
六
十
貫
文
が
御
室
門
跡
に
究
済
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

 
ま
た
時
に
は
成
勝
寺
米
と
併
記
さ
れ
る
「
一
心
院
米
」
に
つ
い
て
は
、
延
応
元
年
の
太
政
官

 
 
 
 
 
㈱

牒
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
初
、
源
頼
朝
よ
り
二
百
石
を
限
っ
て
永
代
護
摩
用
途
と
し
て
施
入
さ
れ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
粥
田
荘
の
地
頭
職
に
つ
い
て
は
、
正
中
二
年
に
荘
厳
坊
律
師
と
見
え
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前

建
久
三
年
に
は
宇
佐
八
幡
宮
課
役
を
過
怠
し
た
地
頭
貞
清
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
時
時
(
姓

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ω

不
明
)
に
地
頭
職
が
翌
朝
さ
れ
て
い
る
。
時
員
以
後
、
寺
家
へ
地
頭
職
が
入
っ
た
ま
で
の
程
は

明
ら
か
で
は
な
い
が
弘
安
の
雑
芸
、
金
剛
三
昧
院
に
再
導
入
さ
れ
た
時
点
で
一
円
荘
と
し
て
領

家
職
・
地
頭
職
と
も
に
寺
家
へ
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
降
っ
て
暦
応
元
年
三
月
に
は
粥
田

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

郷
の
一
円
地
頭
職
が
粥
異
義
舎
な
る
も
の
に
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
南
北
朝
の
動
乱
期
に
入

っ
て
寺
家
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
豊
田
義
舎
は
在
地
出
自
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
粥
田
恒

遠
の
系
譜
を
引
く
在
地
領
主
で
あ
り
、
南
北
朝
動
乱
の
際
粥
田
郷
に
限
ら
れ
る
が
荘
内
の
地
頭

職…

�
�
怩
ｵ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
粥
田
荘
は
領
家
職
は
金
剛
三
昧
院
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て

幕
府
の
保
護
と
と
き
に
は
干
渉
を
受
け
た
。
寛
元
二
年
、
幕
府
は
金
剛
三
昧
院
寺
務
の
補
任
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯

条
件
を
幕
府
が
決
め
る
べ
く
御
教
書
を
下
し
、
宝
治
元
年
八
月
に
は
粥
田
荘
内
の
殺
生
禁
断
を

命
じ
て
保
護
を
加
え
て
い
る
。
同
じ
年
八
月
に
は
年
貢
軍
送
の
保
護
の
た
め
過
所
を
発
給
し

㈹た
。
幕
府
の
干
渉
と
保
護
は
こ
れ
以
後
幕
末
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
弘
安
四
年
蒙
古
襲

来
に
当
っ
て
は
、
 
「
異
国
敵
賊
之
警
固
者
天
下
一
同
大
事
」
と
し
て
、
便
宜
の
地
と
し
て
河
内

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㊨

国
新
開
庄
と
替
え
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
幕
府
の
元
寂
に
備
え
る
た
め
の
費
用
捻

出
の
地
と
し
て
粥
田
荘
が
結
果
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

新
開
庄
は
と
う
て
い
、
本
領
の
解
物
に
及
ば
ざ
る
の
地
と
し
て
寺
家
は
回
復
を
訴
え
、
元
冠
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳

後
、
弘
安
九
年
九
月
廿
八
日
、
も
と
の
如
く
金
剛
三
昧
院
領
と
し
て
復
し
た
。
正
中
二
年
、
鎮

西
探
題
は
筑
前
国
在
庁
寸
話
の
粥
田
庄
宇
佐
宮
課
役
の
微
収
に
対
し
、
栽
断
を
下
し
て
雑
掌
積
7

映
の
主
張
し
、
課
役
急
除
し
を
認
め
、
嘉
暦
二
年
、
謀
当
の
答
に
よ
っ
て
遂
電
し
た
粥
田
荘
内
柳

勝
野
郷
の
名
義
直
に
つ
い
て
規
矩
高
攻
少
武
慢
罵
に
命
じ
て
豊
煎
筑
前
両
国
に
触
れ
熱

出
さ
せ
て
い
る
。
南
北
朝
以
降
の
粥
田
荘
は
、
他
の
遠
隔
地
荘
園
と
同
じ
く
や
や
も
す
る
と
中
湖

央
領
主
の
手
か
ら
離
れ
が
ち
と
な
り
、
在
地
勢
力
の
骨
内
押
領
、
侵
略
の
増
加
に
伴
っ
て
そ
の
溜

実
が
失
な
わ
れ
て
い
る
が
・
年
貢
運
走
関
し
て
は
文
明
年
間
ま
で
関
係
史
料
が
残
っ
て
㌦

る
・
鎌
華
府
の
保
護
を
受
つ
い
で
足
利
幕
府
も
同
じ
く
保
護
を
加
え
て
い
っ
た
が
・
南
北
朝
砒

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

時
代
に
は
半
済
に
よ
っ
て
半
減
し
、
戦
国
時
代
に
は
大
友
氏
、
秋
月
氏
の
戦
斗
の
場
と
な
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ

天
正
十
一
年
、
寺
家
分
四
十
町
が
戦
国
大
名
に
よ
っ
て
自
由
に
在
地
領
主
に
給
付
さ
れ
る
事
態
臓

を
以
っ
て
粥
田
荘
の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 
 
 
 
聴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㎡

 
 
 
 
 
二
、
粥
田
荘
の
位
置
と
構
成
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
似

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恥

 
粥
田
荘
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
前
節
で
若
干
述
べ
た
が
、
今
一
度
考
察
し
て
み
よ
う
。
金
剛
㎞

三
昧
院
に
寄
進
さ
れ
た
当
時
は
「
本
新
両
荘
」
と
あ
っ
て
、
本
荘
と
新
荘
か
ら
成
っ
て
お
り
、

本
荘
は
現
在
の
福
岡
県
鞍
手
郡
宮
田
町
本
城
を
中
心
に
し
た
一
帯
で
あ
っ
た
。

寄
進
当
時
の
直
接
的
な
史
料
が
な
い
の
で
正
中
二
年
九
州
探
題
下
知
状
に
よ
れ
ば
、
有
木
、
野

糧
、
盛
田
、
楠
僑
の
三
百
九
十
町
は
粥
田
荘
の
加
納
で
あ
る
と
い
う
。
本
荘
八
拾
町
加
納
地
六

百
余
町
の
う
ち
こ
の
加
納
地
を
除
き
、
筑
前
二
百
八
十
五
町
豊
前
国
六
十
五
町
で
三
百
五
拾
町

が
金
剛
三
昧
院
領
で
あ
っ
た
。
当
時
、
こ
の
九
州
探
題
下
知
状
に
引
く
建
久
図
田
帳
に
よ
れ

ば
、
鞍
手
郡
総
田
数
千
五
百
八
十
四
町
三
反
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
神
領
百
二
十
一
町
五
反
、
寺
領

百
四
十
町
、
荘
領
九
百
参
十
二
町
、
府
領
廿
町
八
反
、
国
領
参
百
七
十
町
の
構
成
と
な
っ
て
い

た
か
ら
、
粥
田
荘
の
郡
内
で
占
め
る
比
重
が
大
き
い
と
い
え
る
。
先
の
四
加
納
地
は
建
久
の



運(その3)水と荘園3

こ
ろ
か
ら
す
で
に
別
個
の
本
家
及
び
地
頭
を
有
し
、
粥
田
荘
か
ら
独
立
し
た
荘
園
と
な
っ
て
い

た
。 

こ
の
四
つ
の
荘
園
に
つ
い
て
、
そ
の
巴
町
の
経
過
を
追
跡
し
て
み
よ
う
。
先
ず
盛
田
荘
で
あ

る
が
、
船
越
氏
は
「
盛
田
た
る
地
名
も
今
日
残
存
せ
ぬ
」
と
し
て
、
こ
の
地
名
に
つ
い
て
盛
田
を

感
田
の
誤
り
と
す
る
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
の
説
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
現
在
の

嘉
穂
郡
頴
田
町
に
は
同
荘
の
中
に
あ
っ
た
ロ
ノ
原
(
ロ
ノ
春
郷
)
と
鹿
毛
馬
(
鹿
毛
八
郷
)
と

に
狭
ま
れ
て
、
勢
田
(
せ
い
た
)
な
る
大
字
名
が
あ
り
、
盛
田
と
音
通
す
る
所
か
ら
、
盛
田
荘

に
比
定
さ
れ
る
。
盛
田
荘
は
『
荘
園
志
料
』
に
は
な
い
が
、
 
「
大
日
本
地
名
辞
書
」
に
は
後
宇

多
院
御
領
目
録
」
に
盛
田
荘
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
徳
治
元
年
六
月
十
二
日

に
八
条
院
領
と
し
て
東
寺
百
合
文
書
の
中
に
も
見
え
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳

 
感
田
荘
の
方
は
当
初
、
中
御
門
内
大
臣
家
領
で
あ
っ
た
が
、
文
治
五
年
四
月
に
は
八
条
院
に

 
 
鱒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鋤

寄
進
し
、
次
で
、
嘉
豫
二
年
に
蓮
華
心
院
の
所
領
と
な
り
、
建
武
二
年
七
月
終
に
は
西
園
寺
家

領
と
な
っ
た
。

 
次
に
楠
橋
(
く
す
は
し
)
荘
の
初
見
は
建
長
三
年
九
月
廿
三
日
の
三
条
公
俊
の
譲
状
で
あ
っ

て
、
公
俊
の
女
、
祇
女
御
前
に
譲
り
渡
さ
れ
た
。
文
永
元
年
に
は
楠
橋
荘
の
預
所
職
は
相
論
の

結
果
、
公
俊
の
女
中
納
言
典
侍
に
三
分
の
二
と
同
上
の
法
眼
俊
轡
の
三
分
の
一
に
分
け
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈱

た
。
こ
れ
か
ら
以
後
、
楠
橋
荘
の
相
伝
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
が
、
正
安
三
年
十
一
月
一
分
方

及
び
湾
内
大
隈
村
の
領
家
職
が
俊
啓
に
よ
っ
て
醍
醐
安
養
院
な
ど
と
共
に
、
定
任
法
印
に
譲
与

さ
れ
、
預
所
職
は
別
人
に
譲
与
し
て
各
々
の
所
務
を
定
め
た
こ
と
。
一
方
に
お
い
て
は
楠
橋
二

分
方
領
家
職
は
、
知
足
院
入
道
實
種
と
祇
女
、
そ
の
妹
阿
古
に
譲
ら
れ
て
来
た
と
す
る
源
氏
女
の

間
に
こ
れ
を
対
象
と
し
て
、
相
論
押
領
が
く
り
返
え
さ
れ
、
知
足
院
は
尼
観
性
に
、
尼
観
性
は

律
師
公
禅
に
譲
ら
れ
、
公
禅
と
源
氏
女
の
問
で
相
論
と
な
り
、
康
永
三
年
律
師
公
禅
は
楠
橋
荘

二
分
方
領
家
職
を
三
宝
院
前
大
僧
正
賢
俊
に
奉
重
し
た
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
安
養
院
の

院
領
と
し
て
長
豫
四
年
ま
で
醍
醐
方
管
領
宮
門
跡
等
目
録
と
し
て
全
六
通
あ
り
、
そ
の
相
伝
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図

窺
わ
れ
る
こ
と
。
途
中
建
武
三
年
に
少
武
頼
尚
が
宗
像
大
宮
司
氏
範
に
楠
橋
荘
を
領
掌
せ
し
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

た
が
、
足
利
義
詮
は
当
荘
の
押
領
人
歩
ち
広
範
を
退
け
知
行
を
全
う
せ
し
め
た
。
の
ち
に
も
三

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

宝
院
相
伝
の
地
と
し
て
当
課
を
少
給
頼
尚
及
び
今
川
了
俊
に
遵
行
せ
し
め
た
。
楠
橋
荘
は
現
在

の
北
九
州
市
八
幡
西
区
大
字
楠
橋
に
当
り
、

 
野
母
は
野
面
(
の
ぶ
)
と
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
現
在
の
北
九
州
市
八
幡
西
区
の
大
字
名

と
し
て
残
っ
て
い
る
。

 
香
月
荘
、
感
田
荘
、
野
面
荘
、
植
木
荘
な
ど
に
近
接
し
て
位
置
す
る
。
野
面
荘
は
正
中
二
年

の
探
題
下
知
状
を
除
き
、
他
に
史
料
が
な
く
粥
田
荘
と
の
領
有
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
領

家
は
小
野
宮
家
で
あ
っ
た
。
遠
賀
郡
に
勢
力
を
有
し
た
麻
生
氏
の
室
町
時
代
の
所
領
目
録
に
は

野
面
荘
八
十
町
又
は
五
十
町
が
知
行
地
と
し
て
記
載
さ
れ
る
が
所
有
し
た
職
は
不
明
で
あ
る
。

 
有
木
は
現
在
の
鞍
手
郡
宮
田
町
に
あ
り
「
有
木
(
あ
る
き
)
は
若
宮
河
内
十
八
ケ
村
の
内
に

あ
り
、
若
宮
荘
を
形
成
し
た
」
と
言
う
船
越
氏
の
説
は
、
こ
の
十
八
ケ
村
の
う
ち
に
は
観
世
音

寺
領
金
生
封
も
含
む
広
大
な
地
域
で
あ
り
、
若
宮
荘
に
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
史
料
は
な
く
、

同
荘
を
形
成
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
闘
で
あ
り
、
結
局
有
木
も
野
面
荘
同
様
不
明
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

 
さ
て
粥
田
荘
の
荘
田
の
分
布
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
正
中
二
年
の
探
題
下
知
状
に
よ
っ

て
、
粥
田
荘
の
田
数
を
再
び
示
す
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

表1

(単位 町)

    745

  (建久のこ
  ろ)

粥田荘の田数

80

600余

65

395

50

80

60

塾00余一

荘本

加納地

豊 前

回
 
面
 
田
 
橋

有
野
 
盛
 
楠

1

引立せる

四加納地

350(正中二年)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
荘
、
龍
得
、
鶴
田
、
新
入
、
堺
郷
、

見
、
脇
野
、
八
尋
が
列
挙
さ
れ
て
、
こ
の
他
の
諸
葦
葺
目
録
、

二
の
季
立
の
域
を
出
な
い
。
即
ち
全
部
で
十
ニ
ケ
郷
で
あ
る
。

以
降
の
も
の
で
あ
り
、
四
加
納
地
は
、
す
で
に
早
く
か
ら
独
立
し
て
い
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

の
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
写
で
は
、
粥
田
荘
内
「
十
一
箇
月
郷
事
」
と
あ
り
、
先
の
条
件

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

は
満
足
す
る
。
し
か
し
、
同
じ
年
の
大
内
政
弘
に
宛
て
た
同
奉
書
に
は
「
粥
田
荘
内
十
三
箇
郷

内
堺
郷
事
」
と
記
さ
れ
て
い
て
先
の
十
ニ
ケ
郷
を
越
え
る
。
文
明
十
一
年
の
粥
田
荘
納
所
等
連

署
柱
状
で
は
「
大
隈
郷
公
事
銭
」
と
い
う
明
細
の
項
目
が
あ
る
。
こ
れ
を
加
え
れ
ば
十
三
ケ
郷

と
な
る
。
先
の
預
所
田
作
目
録
注
進
状
は
、
当
時
粥
田
荘
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
大

隈
郷
は
後
に
な
っ
て
鞍
手
郡
粥
田
荘
に
含
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
先
に
述
べ
た
の
で
説
明
は
省
略
月

す
る
が
、
船
越
氏
の
作
製
さ
れ
た
3

表
に
は
豊
前
国
六
十
五
町
が
脱
落
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
2

 
し
て
い
る
。
豊
前
国
の
分
は
恐
ら
和

く
は
筑
前
国
境
に
あ
た
る
彦
山
川
昭

 
 
 
㈲
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号

 
の
上
流
堺
の
地
に
あ
っ
た
荘
田
と
2
3

響
鶴
鶴
撚
雛
艦

 
荘
郷
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
粥
馴

 
田
荘
の
荘
郷
に
関
す
る
初
見
は
永
艀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専

 
仁
元
年
の
分
を
載
せ
た
粥
田
荘
預
鴬

所
用
管
直
進
鍮
で
あ
る
・
蔚

吉
野
、
口
原
、
鹿
毛
馬
、
勝
野
、
生
縣

 
 
及
び
給
田
目
録
で
は
上
記
の
十

 
 
こ
れ
ら
の
目
録
は
す
べ
て
永
仁

 
 
 
 
 
 
 
降
っ
て
文
明
七
年



4宏良恵

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

 
粥
田
荘
の
管
理
機
構
は
荘
務
の
中
心
と
な
る
預
所
は
金
剛
三
昧
院
住
持
次
第
に
よ
れ
ば

「
第
一
開
山
長
老
行
勇
荘
厳
房
法
師
」
が
建
仁
寺
僧
正
で
あ
っ
た
為
か
、
次
の
第
二
長
老
禅
中

納
言
法
印
の
時
に
鎌
倉
幕
府
に
申
請
し
て
、
建
仁
寺
の
所
務
で
あ
っ
た
預
所
職
は
当
金
剛
三
昧

院
に
与
え
ら
れ
た
。

 
長
老
の
代
官
で
あ
る
雑
業
が
金
剛
三
昧
院
に
下
り
、
年
貢
微
集
、
年
貢
進
納
、
荘
内
の
殺
生

乱
入
狼
籍
禁
断
等
の
治
安
維
持
を
主
た
る
任
務
と
し
た
。
特
に
永
享
以
降
の
武
家
の
押
領
に
対

し
、
中
央
の
幕
府
、
本
寺
に
奔
走
し
て
訴
え
、
地
方
の
有
力
武
家
に
働
き
か
け
て
荘
地
の
維
持

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

に
苦
労
し
た
。
雑
言
は
別
名
代
官
、
荘
主
、
惣
政
所
、
荘
務
、
政
所
と
称
し
た
。

 
永
仁
元
年
分
の
預
所
用
米
目
録
注
進
状
案
に
よ
れ
ば
特
に
堺
郷
に
は
獲
用
な
る
名
目
の
預
所

の
得
分
が
あ
っ
た
。
注
進
状
に
よ
れ
ば
、
他
の
預
所
の
得
分
に
比
し
て
六
町
五
反
に
対
し
、
九

十
六
石
六
二
九
升
の
高
率
で
あ
る
こ
と
と
、
収
獲
の
ほ
と
ん
ど
が
得
分
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
船
越
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
預
所
の
佃
で
 
 
 
 
 
 
田
名
-

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
給
給

あ
ろ
う
か
。
預
所
の
年
貢
米
は
、
二
百
二
十

七
石
一
斗
三
升
二
合
三
寸
八
才
で
あ
る
。
正

応
二
年
の
預
所
の
年
貢
米
二
進
状
に
よ
れ

ば
、
二
百
二
十
九
石
三
斗
九
合
八
勺
が
運
上

米
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
大
体
に
お
い
て
、

こ
れ
が
預
所
の
年
貢
米
と
言
え
よ
う
か
。

 
上
半
の
下
に
は
、
田
所
、
公
文
、
定
使
、

納
所
な
ど
が
文
書
に
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
給

田
分
布
は
表
2
の
如
く
で
あ
る
。
定
員
数
は

不
明
だ
が
'
年
貢
送
進
状
の
署
名
か
ら
み
て

一
人
宛
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
永
仁
四
年
の
給
田
目
録
に
は
、
他
に
名
主

給
田
が
あ
り
、
吉
野
郷
名
主
に
給
田
九
反
七

十
五
歩
、
八
尋
郷
西
名
主
に
給
田
及
び
給
名

九
反
大
、
東
名
主
は
給
田
と
零
墨
を
九
反
つ

つ
与
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
地
頭
は
八
尋
郷

に
一
町
五
反
の
給
田
が
あ
っ
た
。

 
粥
田
荘
の
年
貢
米
は
如
何
程
で
あ
っ
た
で

 
あ
ろ
う
か
、
そ
の
総
額
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
。
推
定
計
算
に
よ
る
他
は
な
い
が
、

表2

北郷における給田分布

計尋八野郷1吉堺
一

i
一得下庄本

町 反 歩
6. 4. 180

町反1. 5

 
む

町
2
。

 
 

町
乞

反 歩
O. 9180所田

O. 6. 30

 
0
0
ノ

β 
3
1
0

1
 
山

国
甑

O. 13O. 5使定

O. 2

｛
 
先
∠
0
0

5 
1
2

0O. 5

｛
O. 3

 1. 8｛ 4. 1

任散

官庫

1. 7，210O. 9，1801O. 8，30交公

船
重
氏
の
推
算
に
よ
れ
ば
、
預
所
給
田
と
そ
の
年

貢
高
の
比
か
ら
定
田
の
年
貢
高
を
推
定
し
、
そ
の
数
値
千
九
百
十
七
石
六
升
五
合
に
獲
用
、
預

所
給
田
、
雑
事
免
の
年
貢
高
を
く
口
即
す
る
と
、
二
千
二
百
八
石
三
二
六
合
一
勺
六
才
と
な
る
，

即
ち
、
二
千
石
前
後
の
米
が
寺
家
収
取
分
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲

 
や
や
前
後
す
る
が
、
先
の
永
仁
四
年
の
給
田
目
録
の
手
工
業
者
給
田
か
ら
、
荘
内
の
商
業
を

考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
を
表
に
示
す
と
、
 
(
表
3
)
と
な
る
。
こ
の
様
な
配
列
で
、
手
工
業
者

の
給
田
、
卸
商
及
び
給
畠
が
存
在
し
て
い
た
。

物樒！桧紺染

手工業者給名田
1鍛治1土一﨑ﾌ

表3

反
3(名)

二皮一

3(名)
反
5(名)

3
反
3

反
5

反
3. 0(畠)

反
3(名)

反 歩
L33α名)

反
3. 0(名)

反 歩
7，塑

反
1. 0(畠)

反
50(畠)

町 反
18(田)荘本

臥龍

反歩
4. 40(名)

町反歩
2 2 40

郷堺

計

〇
七
号
)

(
高
野
文
書
五
ノ
ニ

永
仁
四
年
十
月

郷堺

四品

反
3

反
6

計

(
三
二
〇
八
号
)

建
武
四
年

(田)反
3
反
3

反
3(田)

反
5(田)

反
3(田)

反 歩
1300(田)

反
3(田)

荘本

得龍

反
3

反
5

 
 

歩
3
0

反歩
440(田)

反歩4 40
皮
7

二二

計

(
同
 
二
〇
九
号
)

貞
和
二
年
十
一
月

(畠)は給畠(名)は給名(田)は給田

 
こ
れ
ら
手
工
業
者
の
給
田
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
が
、
手
工
業
者
の
所
在
地
だ
と
断
定
は
出
来

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
に
お
け
る
地
域
の
特
殊
性
と
堺
郷
、
龍
得
、
本
荘
と
い
う
、
比

較
的
に
粥
田
荘
の
中
心
地
に
給
田
が
あ
あ
っ
た
こ
と
は
、
強
ち
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
給
田
と
手
工
業
者
の
所
在
地
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

 
こ
の
表
の
分
布
に
偏
在
性
が
あ
る
の
は
明
確
で
あ
る
。
す
で
に
豊
田
武
氏
が
指
摘
さ
れ
た
如

鰯
「
政
所
の
所
在
地
で
霧
の
あ
る
睡
郷
で
は
・
こ
れ
ら
の
給
田
は
他
の
村
落
よ
り
多
く
散

在
し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
庄
の
政
所
に
附
属
す
る
手
工
業
者
の
群
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
い

う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
更
に
考
え
て
み
よ
う
。
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預
所
の
代
官
雑
掌
政
所
の
駐
在
地
で
あ
る
荘
屋
敷
は
初
め
熾
盛
に
あ
り
、
そ
の
後
明
徳
の
初

 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

期
に
龍
徳
郷
に
移
っ
た
。

 
そ
の
理
由
は
「
半
済
初
而
寺
領
煩
云
々
」
と
言
う
、
ま
た
、
武
家
の
押
領
、
荘
内
乱
入
歯
が

始
ま
る
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
荘
屋
敷
が
龍
徳
に
移
っ
た
の
も
、
そ
の
反
映
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、
堺
郷
か
ら
龍
徳
に
荘
屋
敷
が
移
転
に
つ
い
て
の
理
由
と
思
う
。

 
次
に
、
同
じ
堺
に
立
っ
て
い
た
荘
司
の
市
場
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
正
応
三
年
二
月
の
年

 
 
 
 
㈹

貢
運
上
送
文
に
よ
る
と
、
 
「
市
銭
拾
弐
文
」
が
送
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
市
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
と
共
に
、
市
銭
を
知
る
が
、
降
っ
て
文
明
十
二
年
の
納
所
等
連
署
算
用
状
に
は
七
月
の
市

(
さ
か
い
)
屋
敷
銭
と
し
て
九
百
文
を
納
め
、
秋
市
屋
敷
銭
一
貫
十
六
文
を
納
め
、
一
年
分
春

秋
合
計
二
貫
文
の
納
入
で
あ
っ
た
。
正
応
と
文
明
の
差
が
目
立
つ
。
著
し
い
減
少
で
あ
る
。
こ

の
減
少
が
「
荘
園
領
主
勢
力
の
減
退
で
あ
ろ
う
か
」
と
豊
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
離
郷
の

荘
屋
敷
は
、
早
く
明
徳
の
頃
龍
徳
へ
と
移
っ
た
。
こ
の
移
転
の
後
、
恐
ら
く
堺
の
市
は
石
碑
の

政
治
的
な
保
護
か
ら
や
や
遠
の
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
文
明
十
一
年
の
頃
に
も
な
る

と
、
少
武
氏
の
被
官
宗
彦
八
郎
の
乱
妨
押
領
が
相
次
ぎ
、
国
内
の
混
乱
と
年
貢
収
取
が
困
難
に

な
っ
て
く
る
時
期
に
入
る
か
ら
、
堺
市
も
当
然
衰
退
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
ろ
う
。

 
こ
の
堺
郷
は
、
手
工
業
者
給
田
の
分
布
に
見
ら
れ
る
龍
徳
、
本
荘
と
と
も
に
、
中
心
的
存
在

で
あ
る
。
し
か
も
、
堺
郷
に
様
々
な
手
工
業
を
最
も
よ
く
集
中
さ
せ
て
い
る
。
市
成
立
に
と
っ

て
、
政
治
的
中
心
地
た
る
荘
屋
敷
の
所
在
ば
か
り
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
交
通
の

申
心
が
考
え
ら
れ
る
。
遠
賀
川
と
犬
下
川
周
辺
に
発
展
を
み
た
粥
田
荘
で
は
、
先
の
三
郷
功

徳
、
堺
、
本
荘
付
近
は
い
つ
れ
も
交
通
即
ち
水
運
の
便
を
有
し
た
と
思
わ
れ
、
荘
園
の
中
央
部

は
交
通
の
要
地
に
あ
た
る
。
堺
郷
は
そ
の
申
で
、
遠
賀
川
と
彦
山
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
遠

賀
川
の
水
運
を
利
用
し
て
上
下
す
る
川
船
に
は
好
適
な
条
件
に
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

 
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
へ
合
わ
せ
る
と
、
荘
屋
敷
の
あ
っ
た
平
郷
に
は
政
所
に
属
す
る
手
工
業

の
集
団
が
あ
っ
て
、
正
応
の
年
貢
送
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
市
の
繁
栄
と
相
互
関
係
を
持
ち
、

南
北
朝
ま
で
繁
栄
し
、
政
所
が
年
徳
に
移
る
こ
ろ
か
ら
衰
退
し
て
、
文
明
に
至
る
と
思
わ
れ

る
。
堺
に
は
手
工
業
者
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、
時
衆
過
去
帳
(
芦

屋
金
台
寺
蔵
文
明
よ
り
天
正
末
年
)
に
も
多
く
の
人
名
が
見
ら
れ
る
。
手
工
業
者
層
に
時
衆
(

時
宗
)
信
仰
者
が
多
い
こ
と
と
考
え
合
わ
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

 
も
し
こ
の
様
な
推
定
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
堺
市
は
、
荘
園
領
主
か
ら
の
要
求
か
ら
生
ま

れ
、
繁
栄
す
る
に
至
っ
た
が
、
荘
園
領
主
勢
力
の
後
退
と
共
に
衰
退
し
た
と
す
れ
ば
そ
こ
に
は

独
立
し
た
市
場
の
性
格
を
見
出
せ
ず
、
そ
こ
に
は
荘
民
の
市
場
依
存
も
見
ら
れ
な
い
と
思
う
。

ま
た
後
述
す
る
様
な
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
も
想
定
し
難
い
。
堺
は
市
の
消
滅
と
共
に
、
一
7
5
の

農
村
の
姿
へ
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
、
粥
田
荘
の
年
貢
輸
送

 
年
貢
輸
送
は
、
正
応
二
年
三
月
を
初
見
と
し
、
文
明
十
三
年
三
月
を
管
見
の
終
り
と
す
る
。

そ
の
間
に
正
応
三
年
二
月
を
加
え
、
僅
か
に
三
通
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
年
貢
運
送
に
関
係
す

る
史
料
は
ま
ま
見
ら
れ
る
。
補
助
的
に
史
料
を
用
い
て
、
年
貢
輸
送
を
考
え
た
い
。

 
鎌
倉
期
に
お
け
る
年
貢
輸
送
の
史
料
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
過
所
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
は
、
宝

治
元
年
八
月
、
過
所
を
発
給
し
て
年
貢
輸
送
を
保
護
し
た
。
こ
れ
を
前
例
と
し
て
、
嘉
元
元
年

十
一
月
門
司
関
、
ま
た
、
応
長
元
年
七
月
増
戸
関
に
対
し
、
年
貢
輸
送
の
煩
い
を
な
さ
な
い
様

命
じ
轡
文
保
元
年
・
元
享
四
年
は
門
司
関
に
・
暦
応
二
年
謹
厳
院
起
電
が
下
さ
れ
、
足
利
直

義
が
こ
れ
を
う
け
て
年
貢
運
送
船
を
保
護
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
0

 
や
や
前
後
す
る
が
、
正
応
二
年
三
月
二
十
三
日
の
年
貢
送
進
状
に
つ
い
て
み
よ
う
。
弘
安
十

運上高33石2斗6升4合二
           年
正米  21石6斗     に
            運
雑用 11石6斗6升4合上
            し
到来  4月25日    た
            o

運賃下灘)一53. 9％あ

            筈

            嫉

正
米
に
対
し
雑
用
は
五
十
三
・
九
％

を
占
め
た
。
こ
の
年
貢
米
に
は
「
死
亡
、
逃
亡
分
」
が
除
か
れ
て
い
る
。
更
に
正
米
二
十
一
石

畳
斗
の
う
ち
大
豆
九
石
七
斗
九
升
小
豆
一
石
が
含
ま
れ
て
い
る
。
運
漕
に
要
し
た
日
数
は
三
十

二
日
、
梶
取
藤
井
國
貞
が
運
上
者
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
國

 
正
応
三
年
二
月
二
十
日
の
年
貢
運
送
状
は
、
正
応
二
年
の
預
所
用
作
の
年
貢
が
送
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
こ
の
送
文
に
は
差
荷
と
し
て
以
下
の
多
様
も
の
が
同
時
に
運
漕
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え

て
い
る
。
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6宏良恵

運上米279石3斗9合8勺

正米  181石3斗7升

雑用  97石9斗3升9合8勺

運賃率＝53. 9％

13石

1石3斗

1石

23枚

1桶

12貫文

71端壱丈

2櫃

38枚

600筋

 
 
豆

荷
 
大
 
繍

差

納豆

莚

盈
 
銭
布
 
預
 
 
 
糸

子
市
門
暑
薦
 
畳

 
正
応
か
ら
降
っ
て
唯
一
の
年
貢
運
上
送
文
は
文
明
十
三
年
三
月
四
日
で
あ
る
。

文
明
十
二
年
の
年
貢
米
の
う
ち
四
石
を
一
石
の
雑
用
(
運
賃
)

が
、
そ
の
他
に
も
門
布
十
六
端
を
附
し
て
運
上
し
て
い
る
。

し
、
寺
家
は
堺
津
で
請
取
っ
た
。

あ
っ
た
こ
と
は
、
永
享
八
年
六
月
の
宥
済
言
上
状
案
に

着
岸
の
時
、

せ
ら
れ
よ
う
。

aS q4) a3) (IZ aD aO) (9＞ (8) (7) (6) (5) (4) (3) (2) (1)

こ
の
送
文
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
送
っ
た
こ
と
を
載
せ
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夷
文
船
四
郎
左
衛
門
尉
が
運
上

 
 
 
 
 
 
 
金
剛
三
昧
院
の
年
貢
が
堺
津
で
請
取
ら
れ
る
の
が
、
普
通
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
言
種
荘
二
号
成
勝
寺
米
毎
年
々
年
貢

於
泉
州
堺
津
弐
拾
石
御
室
工
壬
申
之
段
適
例
也
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察

日
本
歴
史
一
山
ハ
七
号

「
宇
佐
大
鏡
」
大
分
県
史
料
宇
佐
到
津
文
書

同
氏
前
掲
書
「
粥
田
経
遠
考
」

高
野
山
文
書
五
の
二
号

高
野
山
文
書
五
の
三
八
一
号

江
頭
恒
治
氏
「
高
野
山
領
荘
園
の
研
究
」

高
野
山
文
書
五
の
二
号

高
野
山
文
書
五
の
一
五
七
号

高
野
山
文
書
五
の
＝
一
号

高
野
山
文
書
五
の
一
七
四
号

高
野
山
五
の
四
二
号

福
岡
県
史
資
料
八
の
八
七
頁

宇
佐
宮
記
(
太
宰
管
内
志
)

鳥
野
神
社
文
書
(
鞍
手
郡
誌
)

高
野
山
五
の
五
号

㈹
 
高
野
山
五
の
一
二
九
号

00

v
?
o
五
の
一
三
六
号

⑯
 
高
野
山
五
の
五
七
号

㈲
 
高
野
山
五
の
三
号

⑫①

@
高
野
山
五
の
一
二
号

㈲
 
大
宰
府
史
料
中
の
五
の
八
一
四
頁

⑳
 
高
野
山
五
の
一
二
号

⑳
 
船
越
康
寿
氏
「
金
剛
三
昧
旧
領
粥
田
荘
の
研
究
」
 
(
社
会
経
済
史
学
七
巻
一
号
)

⑳
 
同
書
一
四
五
五
頁
、
感
田
の
条

㈱
 
『
荘
園
史
料
』
感
夕
飯
の
条

⑳
 
西
園
寺
家
文
書
(
福
岡
県
史
資
料
八
の
四
五
頁
所
収
)

伽
 
柳
原
家
記
録

⑳
 
西
園
寺
家
文
書
柳
原
伯
爵
家
本

㈲
 
醍
醐
寺
文
書
一
の
二
三
五
頁

⑳
醍
醐
寺
交
書
二
の
二
三
五
頁

⑳
 
醍
醐
寺
文
書
四
の
三
五
頁

幽
 
三
宝
院
文
書
五
〇

㈱
 
荘
園
史
料
筑
前
国
楠
橋
荘
の
条

團
 
福
岡
県
史
資
料
二
の
九
一
頁

㈱
 
醍
醐
寺
文
書
一
の
三
二
頁

㈹
 
醍
醐
寺
文
書
一
の
三
二
及
び
四
三
頁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
堺
)

Gの

@
福
岡
県
史
下
巻
「
粥
田
荘
」
で
堺
は
荘
の
堺
と
さ
れ
る
が
、
豊
筑
両
国
の
境
に
あ
る
。

㈱
高
野
山
五
の
二
〇
六
号

㈲
 
高
野
山
五
の
二
〇
七
、
二
〇
八
、
二
〇
九
各
号

㈹
 
高
野
山
五
の
一
七
五
号

㈹
 
高
野
山
五
の
一
七
六
号

幽
 
高
五
の
三
七
九
号
團
代
官
の
例
高
下
の
一
九
五
号
、
荘
主
同
一
九
一
号
、
惣
政
所
一
二

 
二
号
、
荘
務
一
七
四
号
、
政
所
一
七
八
号

㈹
 
こ
れ
に
、
建
武
四
年
の
諸
郷
麦
目
録
注
進
状
案
(
高
野
山
五
の
二
〇
八
号
)
を
加
え
る

㈲
 
同
氏
「
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
」
三
一
頁

ω
 
高
野
山
五
の
一
七
四
号

⑳
高
野
山
五
の
二
〇
五
号
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運(その3)水と園荘7

㈱
高
野
山
五
の
二
一
〇
号

㈲
 
嘉
元
元
年
は
高
野
山
五
、
一
四
〇
号
、
応
長
元
年
は
高
野
山
五
二
号

㈹
 
文
保
元
年
は
高
五
の
一
三
九
号
、
元
享
四
年
は
同
一
四
一
号
、
暦
応
二
年
は
一
四
四
及

 
び
一
四
二
号

⑳
 
高
野
山
五
の
二
〇
四
号

働
 
高
野
山
五
の
二
〇
五
号

63

@
高
野
山
五
の
二
一
一
号

第
三
章
 
遠
賀
川
に
み
た
荘
園
と
水
運
の
実
態

第
一
節
平
安
末
期
の
年
貢
輸
送

 
平
安
期
に
お
け
る
遠
賀
川
の
年
貢
輸
送
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
観
世
音
寺
領
の
み
で

あ
る
。

 
元
来
、
観
世
音
寺
は
九
州
の
地
方
寺
社
で
も
、
そ
の
地
位
は
高
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
東
大

寺
末
寺
と
な
る
頃
に
到
る
と
、
そ
の
勢
力
は
衰
え
て
お
り
、
観
世
音
寺
再
興
の
た
め
に
、
東
大

寺
末
寺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
観
世
音
寺
の
思
惑
と
は
う
ら
は
ら
に
、
末
寺
と
化
す
に
及

ん
で
寺
運
は
一
層
衰
退
す
る
。

 
寺
領
の
封
戸
、
荘
園
か
ら
の
年
貢
は
寺
家
例
用
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
東
大
寺
の
収
取
す
る

所
と
な
っ
た
。
東
大
寺
が
観
世
音
寺
を
末
寺
に
せ
ん
と
す
る
積
極
的
な
企
て
は
、
こ
の
寺
領
か

ら
得
ら
れ
る
経
済
力
を
東
大
寺
が
吸
収
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
保
安
元
年
に
一
切
の
案
文
を
東
大
寺
に
送
電
さ
れ
て
よ
り
以
降
の
観
世
音
寺
領
に
つ
い
て

述
べ
て
み
よ
う
。

 
や
や
時
期
的
に
降
る
寛
喜
三
年
六
月
二
十
九
日
の
東
大
寺
衆
徒
等
申
文
に
観
世
音
寺
領
の
年

貢
運
上
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
四
竃
四
荘
の
年
貢
で
本
寺
・
末
寺
の
寺
用
と
し
て
来
た
が

中
古
の
年
貢
寺
納
は
、
或
年
は
七
・
八
百
石
、
野
寄
は
五
・
六
百
石
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え

て
、
治
承
乱
以
後
武
家
の
地
頭
が
妨
げ
て
年
貢
の
運
上
は
有
名
無
実
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
東
大
寺
別
当
勝
賢
僧
正
の
時
-
建
久
の
頃
、
検
注
使
を
遣
し
て
、
所
当
官
物
は
一
千
余

石
と
し
、
末
寺
の
種
々
の
供
料
を
残
し
て
京
定
四
百
石
で
本
寺
済
納
に
定
め
た
。
そ
し
て
観
世

音
寺
別
当
定
勝
の
時
に
は
三
百
石
に
減
じ
た
。
定
勝
の
後
は
違
乱
も
な
か
っ
た
が
、
光
恵
が
観

世
音
寺
別
当
に
な
っ
た
時
は
、
年
貢
が
や
や
も
す
れ
ば
失
墜
せ
ん
と
す
る
の
で
、
六
月
中
に
予

想
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
貢
は
緩
怠
し
、
寛
喜
の
頃
に
は
、
年
貢
は
大
略

未
済
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
大
寺
の
衆
徒
は
末
寺
の
寺
務
と
寺
領
を
東
大

寺
別
当
に
付
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
観
世
音
寺
で
は
寛
喜
三
年
十
月
に

東
大
寺
の
年
貢
未
進
百
三
十
石
を
究
済
し
て
、
ま
た
後
年
は
起
請
文
の
旨
を
守
っ
て
二
百
五
十

石
の
年
貢
を
六
月
中
に
本
寺
に
納
め
る
こ
と
を
請
文
に
書
き
提
出
し
た
。
こ
れ
は
鎌
倉
期
の
出

来
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
平
安
末
の
状
態
を
推
察
出
来
る
史
料
で
あ
る
。
こ
の
様
に
観

世
音
寺
領
の
年
貢
は
一
定
せ
ず
、
徐
々
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
、
武
家
に
よ
っ
て
侵
略
さ
れ
つ

つ
、
東
大
寺
か
ら
は
そ
の
経
済
的
対
象
と
し
て
ま
す
ま
す
支
配
の
強
化
が
要
求
さ
れ
て
く
る
。

 
こ
の
よ
う
な
寺
領
の
経
過
と
性
格
を
把
握
し
た
上
で
、
遠
賀
川
流
域
の
荘
園
に
つ
い
て
、
前

述
の
個
別
的
考
察
よ
り
全
体
的
な
検
討
を
し
て
、
年
貢
輸
送
量
に
平
安
末
の
水
運
を
考
え
て
み

ょ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
月

観
世
立
・
寺
領
碓
井
封
、
湿
生
封
、
山
鹿
荘
の
年
貢
運
上
送
文
は
、
管
見
の
限
り
で
は
平
安
末
璃

期
に
全
六
通
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
年
貢
米
結
解
解
状
、
運
上
米
支
配
状
等
数
通
あ
る
が
、
年
5
2

貢
運
上
送
文
薯
察
の
中
心
と
し
、
時
宜
に
応
じ
こ
れ
ら
を
挿
入
し
な
が
ら
考
え
て
み
よ
，
つ
。
酌

 
表
1
に
よ
っ
て
、
先
ず
年
貢
運
上
の
経
過
を
見
る
と
、
前
章
で
も
述
べ
た
如
く
、
増
減
の
振
号

幅
は
大
き
く
、
傾
向
は
減
少
方
向
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
先
の
東
大
寺
衆
徒
等
串
文
と
一
致
鋼

し
、
未
済
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
仁
安
二
年
の
山
鹿
荘
年
貢
結
解
に
所
済
四
百
二
十
八
石
三
斗
結

に
対
し
荘
末
進
の
未
済
は
八
百
三
十
一
石
七
斗
と
あ
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な
年
蹴

貢
運
上
の
経
過
を
考
慮
し
た
上
で
正
米
と
雑
用
の
関
係
即
ち
運
賃
に
つ
い
て
考
え
て
み
ょ
う
(
轍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

表
2
)
。
正
米
に
対
す
る
雑
用
の
比
率
は
、
上
昇
し
て
い
る
。
大
治
二
年
段
階
で
平
均
三
十
五
螂

％
が
、
大
治
以
降
四
＋
五
か
ら
六
％
と
＋
％
も
上
っ
て
い
る
.
 
こ
れ
か
ら
知
る
事
は
、
観
世
立
日
鮮

寺
領
の
荘
園
年
貢
の
運
賃
は
全
般
的
に
四
割
五
分
を
占
め
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紅

年
貢
米
は
ど
の
よ
う
な
経
路
で
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
・
・
か
。
年
貢
藩
の
航
路
は
、
他
の
諸
荘
宇

よ
り
平
安
末
の
観
世
音
寺
領
が
よ
く
伝
え
て
い
る
。

 
各
封
荘
か
ら
搬
出
さ
れ
た
年
貢
米
は
、
遠
賀
川
を
下
り
、
葦
屋
津
へ
向
か
う
。
葦
屋
津
か
ら

門
司
関
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
へ
と
運
漕
さ
れ
た
。

 
遠
賀
川
下
り
の
船
賃
た
る
国
津
川
下
賃
料
は
、
遠
賀
川
を
利
用
し
た
封
荘
、
即
ち
、
金
生
封

と
碓
井
封
に
見
ら
れ
る
。
両
断
の
送
文
か
ら
(
表
3
)
、
正
米
の
中
で
国
津
川
下
り
賃
料
の
占

め
る
比
は
、
碓
井
封
で
三
・
三
％
、
誕
生
封
で
一
・
七
％
と
、
遠
賀
川
の
最
奥
と
中
流
に
位
置

し
た
両
者
の
運
賃
の
差
異
を
明
確
に
検
出
し
え
た
。
こ
の
比
率
は
、
全
く
の
偶
然
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。

 
葦
屋
津
か
ら
は
、
波
浪
の
高
い
外
海
へ
出
る
こ
と
を
避
け
、
ま
た
距
離
的
関
係
及
び
暗
礁
の
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(表1)

1 一一一nv一'''

隊治元年分

1 2年
  4年3月28日

i 5年11月5日
1

灰承元年

辰承元年

12年3日16日
1永暦1年3月

12年1・月1
｝応身 1
               

子午元年  1
                    

  2年   I
l、     1
水万元年
3        1

濤誰;1::li

多
い
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
、
洞
海
湾
へ
通
ず
る
江
川
と
い
う
Ψ

川
が
日
本
書
紀
に
登
場
し
、
宗
祇
が
九
州
を
旅
行
中
に
通
り
、
近
胤

躍
し
た
歴
史
を
も
っ
こ
と
は
す
で
に
述
へ
た
と
こ
ろ
た
が
、
郭
園
湘

往
来
し
た
と
い
う
史
料
は
な
く
推
測
に
頼
る
他
な
い
。
こ
こ
で
今
、

通
っ
た
か
ど
う
か
、
年
貢
運
上
の
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
限
・

中
の
平
駄
賃
料
は
前
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
再
検
討
し
て
み
る
。

大
治
五
年
か
ら
嘉
応
二
年
の
六
通
に
つ
い
て
平
駄
賃
を
表
に
す
・

も
比
率
一
％
と
い
う
数
値
が
出
て
く
る
。
仁
安
・
嘉
応
年
間
は
歩
一
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る
と
(
表
4
)
、
ど
の
場
合

賃
の
上
昇
に
伴
い
、
一
・
五

運
河
を
通
っ
た
ら
し
い
。
江

代
で
は
石
炭
輸
送
に
ま
で
活

制
下
の
年
貢
輸
送
で
江
川
を

、
年
貢
輸
送
の
為
に
江
川
を

り
推
察
し
た
い
。
運
上
送
文

(表5) 遠賀川の艦上 (単位石) (表2)運賃(単位石)比率＝雑用/正米

擁井封 金  生  封

1正 状
「国津川下賃料

比率(％)

大治5年

150. 0

5. 0

3. 3

永螺元年

50. 0

1. 67

3. 3

永暦5年

70. 0

1. 2

1. 7

仁安4年

30. 0

O. 51

1. 7

嘉応2年

40. 0

O. 7

1. 7

1正米雑刷鰍％)1

金帯封

/1

碓井千

山鹿卜

碓井封

金曜封

71

11

大治2年8月25日

大治4年3月28日

大治5年11月5日

長承2年12月27日

永暦元年3月

永暦2年10月

仁安4年2月25日

嘉応2年3月25日

407，203

57，143

150. 0

100. 0

50. 0

70. 0

30. 0

40. 0

1159. 3195

17. 142

66. 9

45. 4

23. 37

30. 7

13. 68

18. 26

一山一nt
h

  I39. 1 j

29. 9 i

44. 6

45. 4

4‘u，7 ，

43，8

45. 6

45. 6 1

(表4)正米の中で占める平駄賃料の比率

封川名年月麻硝晦酬比(％)
   
碓 井1大治5

1山鹿展承2

碓井

金生1
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永暦2
'' 」仁安4
  E

〃 1嘉応2
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運(その3)水と園荘9

％
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
応
二
年
四
月
の
船
越
荘
年
貢
送
状
に
よ
れ
ば
、
正
米
三
十
三

石
二
斗
九
升
三
合
、
平
駄
賃
料
三
斗
三
升
三
合
だ
か
ら
、
同
様
の
計
算
式
で
一
・
○
％
と
な

り
、
遠
賀
川
地
方
と
同
率
で
あ
る
。
ま
た
伊
豫
國
東
大
寺
斗
米
溶
解
に
よ
れ
ば
、
百
八
十
石
に

対
し
八
二
の
平
駄
賃
で
四
・
五
％
と
な
り
、
比
較
的
高
い
率
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
大

治
四
年
の
金
生
封
年
貢
米
結
解
状
に
よ
れ
ば
、
淀
津
か
ら
木
津
の
運
賃
は
五
十
七
石
一
斗
四
升

三
合
に
つ
き
三
石
八
斗
五
升
七
合
で
あ
り
、
四
・
九
％
の
比
率
に
な
る
。
伊
予
地
方
に
川
艦
の

存
在
は
無
い
と
推
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
平
駄
賃
料
は
淀
新
か
ら
本
津
の
運
賃
と
推
定
さ
れ
る
。

 
で
は
、
遠
賀
川
地
方
封
荘
の
一
％
か
ら
一
・
五
％
の
率
を
示
す
平
駄
賃
料
は
、
ど
こ
を
通
過
す

る
船
賃
で
あ
ろ
う
か
。
淀
津
・
木
津
間
の
賃
料
に
は
、
上
昇
し
て
い
た
川
船
賃
か
ら
考
え
て
無

理
で
あ
る
。
博
多
津
よ
り
西
に
位
置
し
た
船
越
荘
も
、
当
然
卜
辞
津
を
経
、
瀬
戸
内
海
へ
出
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
遠
賀
川
地
方
の
場
合
と
同
率
に
な
る
こ
と
か
ら
、
江
川
の
平
駄
賃
料
と

推
定
す
る
。
よ
り
確
実
な
推
定
に
は
、
も
っ
と
多
く
の
例
が
必
要
と
な
ろ
う
。

 
し
か
し
、
こ
れ
に
も
二
、
三
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
推
定
は
避
け
た
い
の
で
、
こ
れ

を
あ
げ
る
に
止
め
る
。
第
一
に
、
江
川
の
一
行
は
艦
(
平
駄
)
か
、
海
船
か
の
い
ず
れ
に
よ
っ

た
か
で
あ
る
。
石
炭
運
送
は
川
船
で
通
じ
た
が
、
宗
祇
の
文
面
か
ら
は
江
川
は
恰
も
、
海
の
如

く
海
船
の
如
く
で
あ
る
。
第
二
に
も
し
平
駄
で
年
貢
輸
送
を
行
っ
た
な
ら
ば
、
洞
海
湾
の
側

に
、
積
み
換
え
の
所
謂
船
津
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
二
島
(
洞
海

湾
側
)
に
荘
園
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
以
上
を
疑
問
点
と
し
て
述
べ
て
み
た
。

 
東
大
寺
が
、
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
運
送
さ
れ
て
き
た
年
貢
米
を
実
際
に
収
取
し
た
の
は
、

中
央
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
大
治
四
年
の
金
生
封
年
貢
米
結
解
状
に
よ
る
以
外
に
な
い
。
こ
れ

に
は
、
 
「
淀
津
定
」
と
あ
り
、
 
「
御
寺
運
上
加
賃
料
」
は
別
の
項
目
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
黒

桟
で
米
が
受
け
と
ら
れ
た
と
解
釈
出
来
る
と
思
う
。
大
治
二
年
の
同
封
年
貢
米
結
解
状
に
は

「
京
定
米
」
と
あ
る
が
、
西
岡
虎
之
助
氏
の
言
わ
れ
る
「
寺
家
有
力
者
の
里
住
」
を
考
え
、
淀

津
よ
り
京
都
に
運
ば
れ
た
と
考
え
る
。

 
瀬
戸
内
海
の
各
地
に
寄
港
し
た
こ
と
は
、
史
料
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
順
次
、
内
海
の

港
に
寄
港
し
た
。
本
朝
無
題
詩
に
釈
蓮
禅
が
内
海
各
地
の
寄
港
地
を
詩
に
詠
ん
だ
の
は
、
そ
の

頃
の
碇
泊
す
る
港
の
順
番
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

 
遠
賀
川
地
方
か
ら
東
大
寺
に
運
漕
す
る
に
要
し
た
日
数
は
、
明
ら
か
な
限
り
、
大
治
五
年
碓

井
封
か
ら
百
三
十
二
日
、
長
承
二
年
山
鹿
荘
か
ら
七
十
九
日
、
嘉
応
二
年
に
金
生
封
か
ら
五
十

五
日
を
、
そ
れ
ぞ
れ
費
し
て
送
ら
れ
た
。
こ
の
運
漕
期
間
も
石
高
の
多
い
程
日
数
を
多
く
必
要

と
し
た
。
普
通
に
は
六
十
日
前
後
で
あ
ろ
う
。

 
航
路
に
つ
い
て
、
西
岡
氏
に
反
論
し
た
い
と
思
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
o

 
西
岡
氏
に
代
表
さ
れ
る
説
と
し
て
、
観
世
音
寺
領
の
封
米
等
の
運
漕
は
葦
屋
津
を
出
港
し
、

一
度
博
多
津
に
漕
送
し
て
、
野
津
へ
と
送
ら
れ
る
と
解
さ
ず
て
い
る
が
、
西
岡
氏
の
論
に
大
治

以
降
の
年
貢
が
観
世
音
寺
に
運
ば
れ
た
と
す
る
こ
と
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
更

に
論
及
す
る
な
ら
、
西
岡
氏
の
見
解
で
は
、
要
し
た
日
数
と
運
賃
か
ら
見
て
、
九
州
の
荘
園
は

倒
底
京
納
出
来
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、
金
生
封
が
同
じ
頃
に
東
大
寺
に
年
貢
米
を
運
上
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
運
賃
は
観
世
音
寺
に
運
送
し
た
時
の
そ
れ
と
同
じ
運
賃
を
必

要
と
し
た
か
ら
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
博
多
津
に
回
漕
し
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
玄
界
灘
の
遭
難

の
多
さ
か
ら
、
そ
の
難
を
避
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
遠
賀
川
河
口
の
葦
屋
津
は
当
時
博
多
津

に
並
ぶ
港
で
あ
っ
た
か
ら
、
以
上
の
理
由
を
合
わ
せ
て
、
博
多
津
に
年
貢
米
を
回
送
し
た
と
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
の
は
成
り
立
た
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

 
遠
賀
川
地
方
か
ら
運
上
さ
れ
る
年
貢
米
は
、
時
期
的
に
二
期
に
分
け
て
運
上
さ
れ
る
の
が
普
年

導
あ
っ
た
.
 
大
治
二
年
の
一
生
葦
貢
鳶
解
状
に
よ
怨
同
一
瑳
月
に
前
番
と
し
三
鯉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ

番
に
し
て
運
上
さ
れ
た
。
長
承
元
年
十
二
月
に
碓
井
封
か
ら
二
三
と
し
て
運
上
さ
れ
た
。
六
通
昭

の
運
上
送
文
は
十
一
月
、
十
二
月
、
三
月
、
十
月
、
二
月
、
三
月
に
送
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
先
腸

の
一
番
正
呈
上
は
前
年
末
に
送
進
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
・
と
に
か
文
そ
の
年
の
秋
と
翌
卿

年
の
春
の
二
度
に
分
け
て
運
上
さ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鮪

年
貢
藩
に
窒
し
萎
の
三
水
美
一
丁
な
ど
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
運
鵡

送
文
の
形
式
に
つ
い
て
見
よ
う
。
平
安
末
期
観
世
音
寺
領
の
運
上
送
文
は
、
雑
用
の
記
載
に
特
瞠

性
が
あ
る
・
遠
賀
川
地
方
の
他
の
荘
で
、
こ
れ
程
そ
の
内
容
を
詳
言
伝
え
る
も
の
は
な
い
.
 
騨

狭
い
視
点
か
ら
述
べ
る
と
、
一
つ
に
は
、
遠
隔
輸
送
で
高
運
賃
の
為
に
詳
記
す
る
必
要
が
あ
っ
鵜

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
ド

た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
初
期
の
遠
隔
地
か
ら
行
わ
れ
る
年
貢
輸
送
の
原
初
的
形
態
を
示
す
と
言
紅

え
よ
う
か
、
当
初
、
送
文
の
署
判
者
は
全
員
、
観
世
音
寺
の
僧
で
あ
っ
た
が
、
仁
安
、
嘉
の
全
宇

生
封
書
年
貢
送
状
で
は
、
政
所
僧
、
封
書
、
預
所
と
い
っ
た
封
内
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
酒

署
名
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
交
永
年
間
の
金
碧
封
の
年
貢
送
状
と
一
致
す
る
の
は
目
を
引
く
。

 
以
上
、
平
安
末
期
の
荘
園
年
貢
の
輸
送
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
延
喜
式
と
の
照
応
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈱

よ
っ
て
、
総
括
と
す
る
。
延
喜
式
の
「
雑
協
運
漕
雑
物
功
賃
」
に
よ
わ
ば
「
太
宰
府
海
路
」
の

条
に

 
 
自
博
多
津
漕
難
波
津
船
賃
。
石
匙
五
束

 
 
論
題
六
十
束
。
水
手
四
十
束
。
自
飴
准
播
磨
國

播
磨
国
の
条
に

 
 
自
與
等
津
運
京
車
賃
。
石
別
米
五
升
。
但
挾
秒
一
人
。
水
手
二
人
漕
米
五
十
石
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又
、
主
計
上
に
、

 
 
太
宰
府
臨
酷
潜
。
淵
巻
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑯

以
下
、
箇
条
書
に
し
て
律
令
制
で
の
国
家
貢
納
物
輸
送
と
平
安
末
期
荘
園
の
年
貢
輸
送
を
対
比

す
る
。

 
一
、
運
賃
 
延
喜
式
 
石
皿
五
束
1
1
二
斗
五
升

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
安
末
荘
園
 
四
斗
五
升

 
二
、
梶
取
延
喜
式
 
六
十
束
1
1
三
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
安
末
荘
園
(
平
均
)
三
石
八
斗

 
 
 
水
手
 
延
喜
式
 
四
十
束
ー
ー
二
二

 
 
 
 
 
 
平
安
末
荘
園
 
三
石

 
三
、
運
送
者
員
数
 
延
士
暑
式
 
鋏
抄
一
人

 
 
及
び
運
糟
石
高
 
 
 
 
 
水
手
二
人
五
十
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
安
末
荘
園
 
乱
取
一
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水
手
一
人
(
平
均
)
十
六
石
(
他
に
綱
丁
、
兵
士
な
ど
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈹

 
四
、
北
九
州
よ
り
 
延
喜
式
 
 
 
太
宰
府
難
波
津
間
三
十
日

 
 
 
幾
内
ま
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
安
末
荘
園
、
葦
屋
津
淀
津
間
(
平
均
)
六
十
数
日

 
延
喜
式
が
十
世
紀
の
編
纂
で
あ
り
、
時
間
的
に
差
が
あ
る
こ
と
、
律
令
制
下
の
規
定
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
、
こ
れ
を
要
約
し
て
結
論
づ
け
よ
う
。
運
賃
は
国
家
統
制
の
も
と
で
低

く
、
時
代
を
経
る
と
、
荘
園
制
で
は
高
運
賃
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
梶
取
・
水
手
も
同
様
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
律
令
制
下
で
の
書
取
・
水
手
の
労
働
は
厳
し
い
。
海
路
航
行
の
日
程
は
、
国

家
の
保
護
を
加
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
年
貢
輸
送
よ
り
驚
異
的
に
短
い
。
荘
園
制
で
は
、
戦
乱

の
勃
発
、
海
賊
の
発
生
な
ど
種
々
の
障
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
短
期
間
の
輸
送
は
規
定

と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
綱
丁
は
本
来
的
に
は
律
令
制
下
の
官
物
運
納
の
責
任
者
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

る
が
、
山
鹿
荘
や
碓
井
封
の
史
料
に
、
荘
園
年
貢
を
輸
送
し
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

(5) (4) (3) (2) (1)

大
宰
府
史
料
中
世
編
一
の
二
二
九
頁

大
宰
府
史
料
中
世
編
一
の
一
四
〇
頁

平
安
遺
文
十
の
三
八
八
一
頁

東
大
寺
文
書
四
の
四
十
四
頁

平
安
遣
文
四
の
一
六
一
六
頁

㈲
 
平
安
遣
文
五
の
一
八
二
九
頁

ω
 
寛
喜
三
年
十
月
(
大
宰
府
史
料
中
世
一
の
一
四
〇
買
)
に
「
二
嶋
分
」
、
暦
応
四
年
の

 
碓
井
封
梶
取
乙
王
丸
起
請
文
一
，
二
島
御
米
類
船
」
と
あ
り
、
降
っ
て
永
享
二
年
に
「
筑
前

 
二
島
庄
」
 
(
太
宰
管
内
志
上
四
七
四
頁
)
と
あ
る
。

㈹
 
平
安
遺
文
五
の
一
八
二
九
頁

㈹
 
同
氏
「
荘
園
史
の
研
究
」
上
の
二
四
九
頁

⑩
 
同
氏
前
掲
書
上
の
・
1
七
〇
、
二
六
七
頁
な
び
河
合
正
治
氏
「
瀬
戸
内
海
の
歴
史
」
七
〇

 
頁

 
 
平
安
遺
文
五
の
三
九
一
頁

⑫
 
延
喜
式
巻
ご
六
主
税
上

㈲
 
史
料
は
六
通
の
観
世
音
寺
領
の
年
貢
送
文
で
あ
る
。

ω
 
海
路
と
あ
る
の
で
京
都
と
し
な
か
っ
た
。

㈲
 
東
大
寺
切
符
(
平
安
遺
文
五
の
一
九
〇
二
貝
)

㈹
 
新
城
常
三
氏
「
鎌
倉
時
代
の
交
通
」
一
九
頁

第
二
節
 
鎌
倉
期
の
年
貢
輸
送

 
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
荘
園
の
年
貢
輸
送
は
平
安
末
期
か
ら
存
続
し
て
い
た
寓
生
封
と
、
鎌
倉

時
代
か
ら
そ
の
史
料
を
見
る
中
央
領
主
の
荘
園
、
六
條
八
幡
宮
領
若
宮
荘
、
高
野
山
金
剛
三
昧

院
領
粥
田
荘
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
史
料
は
穴
生
封
及
び
若
宮

町
が
文
永
年
間
、
粥
田
荘
は
降
っ
て
正
応
年
間
に
あ
っ
た
。
野
生
封
及
び
若
宮
荘
の
年
貢
運
上

の
文
書
は
、
と
も
に
紙
背
文
書
で
文
永
年
間
に
残
存
す
る
と
い
う
二
つ
の
史
料
的
性
格
を
有
す

る
。 

扱
て
、
前
節
で
考
察
し
た
方
法
に
従
い
、
荘
園
領
主
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
関
心
事
で
あ
っ

た
、
主
た
る
収
取
物
の
年
貢
米
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

 
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
そ
の
特
色
は
、
年
貢
米
が
決
め
ら
れ
た
時
ま
で
に
完
納
さ
れ
ず
、

翌
々
年
ま
で
に
も
及
ん
で
遅
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
寛
喜
三
年
の
東
大
寺
衆
徒
等
申

文
に
は
、
観
世
音
寺
領
の
未
進
は
早
く
鎌
倉
初
期
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
粥
田
荘
・
若
宮
荘
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
そ
の
例
を
あ
げ
る
と
、
金

生
封
の
年
貢
運
上
史
料
の
う
ち
明
確
な
十
六
例
中
当
該
年
度
内
の
年
貢
貢
納
は
三
例
、
同
様
に

若
宮
荘
十
七
例
中
七
例
、
粥
田
荘
二
例
中
な
し
、
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
翌
年
な
い
し
そ
れ
以

降
の
運
上
は
、
未
進
で
な
い
年
貢
も
含
ま
れ
る
。
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今
一
つ
の
特
色
は
年
貢
運
上
が
分
割
さ
れ
て
一
年
間
に
何
度
も
運
上
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
年
貢
高
進
の
細
分
化
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
、
中
世
の
年
貢
運
送
の
特
質
を
成
す
の

で
、
こ
れ
を
中
心
に
考
察
す
る
。

 
年
貢
米
送
進
状
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
通
の
送
進
状
の
う
ち
の
年
貢
米
の
現
納
最
高
石
高
と

最
低
石
高
を
示
せ
ば
表
1
の
様
に
な
る
。
次
い
で
、
一
年
度
分
の
運
上
高
を
集
計
す
る
。
年
貢

高
の
う
ち
で
も
、
現
地
下
行
分
そ
の
他
を
差
引
い
た
現
納
高
(
正
米
)
で
表
わ
し
て
、
表
2
に

し
た
。

(表1)

最高石高1最低石高1全体平均

22. 6

 4. 5

106. 32

35 I1

36. 0451 1. 01651

金生計

若宮荘

粥田荘. 179. 30933. 264

(注)全体平均は新進料すべての平均

  石高

 (表2)

(
史
料
は
前
章
に
よ
る
)

高石

114. 3

 82. 83761

文永4年分

文永7年分

明不

金生乳

若宮芋

粥田荘

(注)粥田は送進状二通だから省

  略

 
こ
の
二
つ
の
表
を
対
照
す
れ
ば
、
そ
の
分
割
の
状
態
が
よ
く
分
る
。
粥
田
荘
の
場
合
は
、
鎌

倉
末
期
の
送
文
ご
通
で
一
通
の
現
納
高
が
百
七
十
九
石
で
あ
る
。
推
定
二
千
石
の
年
貢
か
ら
現

地
必
要
分
を
除
い
た
現
野
臥
を
推
測
し
て
も
、
年
貢
送
進
状
の
現
納
高
が
百
七
十
九
石
で
は
、

何
度
か
に
分
け
て
運
上
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
更
に
、
若
宮
荘
に
例
を
と
れ
ば
、
実
際

の
年
貢
運
上
は
、
文
永
七
年
十
一
月
十
五
日
に
五
通
の
送
進
状
が
梶
取
に
附
さ
れ
て
送
ら
れ

た
。
そ
の
時
、
運
上
の
現
納
米
は
四
十
石
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
文
永
八
年
四
月
五
日
は
三
通
の

送
文
で
、
梶
取
は
八
石
ば
か
り
を
運
上
し
た
。

 
平
安
末
の
年
貢
運
漕
の
形
態
は
、
梶
取
が
責
任
者
と
な
り
、
水
手
数
人
を
連
れ
、
兵
士
.
 
綱

島
も
加
わ
り
、
百
石
か
ら
数
百
石
の
年
貢
米
を
、
一
通
の
年
貢
運
上
の
送
状
を
携
え
て
、
中
央

領
主
に
漕
送
し
た
。
観
世
音
寺
領
の
金
同
封
と
山
鹿
荘
の
年
貢
輸
送
に
従
事
し
た
煤
取
未
成
に

見
ら
れ
る
様
に
、
同
一
領
主
の
荘
園
で
は
一
人
の
梶
取
が
ニ
ケ
所
の
年
貢
を
運
漕
し
た
。

 
鎌
倉
時
代
後
期
に
見
ら
れ
る
年
貢
運
漕
は
、
平
安
末
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
先
ず
運
上
米

が
少
量
で
あ
る
為
に
、
平
安
末
期
と
対
照
的
な
小
規
模
運
営
で
年
貢
を
運
漕
し
た
こ
と
で
あ

る
。
以
上
の
年
貢
運
送
の
形
態
の
変
化
は
、
暦
応
四
年
の
碓
井
封
梶
取
乙
王
丸
起
請
文
に
「
伺

便
船
千
差
荷
、
二
箇
度
仁
運
上
仕
候
」
、
ま
た
「
二
算
計
米
葦
船
仁
天
候
」
と
言
っ
て
い
る
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
。
勿
論
、
こ
の
様
な
便
乗
の
年
貢
ば
か
り
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

文
永
年
代
か
ら
以
降
の
年
貢
輸
送
の
性
格
を
示
す
例
で
あ
ろ
う
。

 
次
に
、
梶
取
に
つ
い
て
述
べ
る
。
文
永
年
間
洋
生
封
と
若
宮
荘
は
、
地
理
的
に
も
同
じ
若
宮

盆
地
に
あ
っ
て
、
犬
三
川
の
水
運
を
利
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
空
間
的
時
間
的

接
点
が
あ
っ
た
が
、
平
安
末
に
他
荘
の
年
貢
運
上
を
し
た
如
き
梶
野
の
存
在
は
見
い
出
せ
な

い
。

 
し
か
し
、
若
宮
荘
で
は
「
す
け
な
か
の
か
ま
次
郎
」
と
い
う
梶
取
に
附
し
て
年
貢
を
運
上
し

た
。
こ
の
梶
取
は
、
明
ら
か
に
若
宮
荘
の
位
取
と
異
な
り
、
自
己
の
共
同
体
を
離
れ
て
若
宮
荘

の
年
貢
を
運
上
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
荘
内
の
平
取
は
、
 
「
平
取
貞
末
法
師
代
藤
平
太
男
」

「
梶
取
貞
末
法
師
代
藤
三
郎
包
遠
代
砒
田
干
太
郎
男
」
と
い
う
記
載
や
、
遠
三
郎
が
徐
々
に
梶
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

取
ま
で
昇
格
し
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
一
族
集
団
で
構
成
さ
れ
て
い
た
様
に
も
思
え
る
。
 
年

運
漕
す
る
年
貢
米
が
、
従
来
よ
り
も
少
量
化
細
分
化
し
た
た
め
、
便
船
に
よ
.
 
て
年
貢
米
識

運
上
す
る
傾
向
が
出
て
来
た
。
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
梶
取
も
こ
れ
に
応
じ
て
他
荘
の
年
貢
昭

輸
送
に
進
出
す
る
機
会
を
も
ち
、
一
層
専
業
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
年
貢
輸
腸

送
の
分
化
は
、
年
貢
米
貢
納
量
を
少
量
化
し
て
他
荘
園
の
年
貢
米
の
同
時
積
載
を
許
し
、
分
化
鯉

そ
れ
自
体
は
、
年
貢
運
送
の
機
会
を
少
な
か
ら
ず
多
く
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
酷

る
。
年
貢
運
上
が
こ
の
様
に
変
化
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
出
来
て
も
、
な
お
残
念
な
が
ら
そ
礪

の
原
因
に
ま
で
は
達
し
得
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
轍

 
こ
れ
と
相
侯
っ
て
、
運
賃
の
変
動
が
予
想
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
章
で
計
算
し
た
運
賃
鮒

は
・
正
米
に
対
す
る
籍
の
比
率
で
あ
っ
た
.
 
平
案
期
に
お
け
る
鴛
は
、
そ
の
ま
ま
蟹
辮

と
み
な
せ
た
。
金
生
、
醤
荘
、
粥
田
荘
の
い
ず
れ
に
も
、
鎌
倉
時
代
に
は
年
貢
状
の
他
難
紅

公
事
が
課
せ
ら
れ
た
。
雑
公
事
は
年
貢
状
の
他
に
雑
公
事
が
課
せ
ら
れ
た
。
雑
公
事
が
課
せ
ら
宇

れ
る
様
に
な
っ
た
事
情
は
扱
置
き
、
今
、
若
宮
荘
を
例
に
と
っ
て
検
討
す
る
。
正
米
に
対
す
る

雑
用
の
占
め
る
比
率
、
雑
用
に
付
記
さ
れ
た
運
賃
「
石
別
」
、
雑
用
に
含
ま
れ
た
関
米
等
を
表

3
に
示
す
。

 
平
安
末
期
の
運
賃
は
、
ほ
ぼ
四
十
％
か
ら
四
十
七
％
程
度
で
あ
る
。
若
宮
荘
の
年
貢
運
賃
率

(
響
)
は
、
表
が
季
繕
、
三
＋
五
％
か
ら
四
＋
三
賀
で
あ
る
。
平
子
代
か
ら
全
ん
ど

変
動
が
な
い
。

 
し
か
し
、
こ
の
運
賃
の
高
率
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
、
七
年
十
一
月
十
五
日
の
関
米
八
斗
に

対
し
運
賃
に
変
化
が
な
い
の
は
不
明
だ
が
、
他
の
高
率
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
関
米
.
 
雑
公

事
等
が
運
賃
率
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
、
即
ち
正
米
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
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物雑

(表5)

文永7-8年1運轟)厭峯)1上米1石IEIIJ(石)

白米2. 1石

正白米1. 904石

銭2貫文他

正白米1石g斗6合

銭3貫文，繍1斗
斗米4. 8幽趣

O. 35

O. 33

0. 35

0. 355

0. 15

0. 3

0. 35

8斗

1. 53斗

升
升
升

3
 
 
1
 
 
4

9. 9

1. 0

5. 5

3. 7

35. 9

37. 2

43. 3

38. 7

38. 8

40. 5

17年9月27日
:

7 . 11. 15

 11

 11

 11

 11

8. 4. 2

 27

8. 4. 5

11

71

8. 5 . 11

る
。
表
の
中
で
八
年
四
月
二
日
の
関
三
五
・
五
％
は
雑
公
事
に
よ
り
高
運
賃
率
と
な
っ
た
の

を
、
逆
算
に
よ
っ
て
関
米
率
を
求
め
た
為
、
回
米
率
が
高
く
な
っ
た
。
恐
ら
く
雑
公
事
に
よ
っ

て
高
い
運
賃
率
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
雑
公
事
だ
け
で
な
く
、
更
に
他
の
原
因
に
よ
り
高
率
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
所
も
あ
る
。
石
別
一
石
五
斗
の
低
運
賃
で
あ
る
の
に
、
雑
公
事
も
な
い

の
に
、
四
十
・
五
％
(
八
年
四
月
四
日
)
と
い
う
高
い
運
賃
率
も
あ
る
。

 
要
す
る
に
、
鎌
倉
時
代
の
年
貢
運
上
送
文
は
雑
用
と
い
う
、
年
貢
米
の
本
来
的
な
運
賃
の
中

に
含
む
雑
公
事
や
そ
の
他
の
何
か
を
、
正
米
高
と
し
て
加
算
し
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
運
賃

率
を
生
ぜ
し
め
る
一
因
と
な
す
。
そ
れ
に
加
え
て
関
米
も
高
く
な
る
。
運
賃
率
を
金
生
封
に
見

た
場
合
、
二
十
九
・
九
％
か
ら
四
十
％
と
、
若
宮
荘
同
様
に
平
安
末
期
か
ら
見
る
と
五
％
の
低

下
に
す
ぎ
な
い
。

 
鎌
倉
末
期
の
粥
田
荘
の
年
貢
運
賃
率
は
五
十
・
四
％
と
五
十
四
％
で
高
い
。
同
歯
の
年
貢
送

状
に
は
、
若
宮
荘
の
例
か
ら
考
え
、
差
荷
と
か
「
死
亡
逃
亡
分
米
」
が
、
正
米
と
雑
用
の
和
か

ら
除
か
れ
て
い
て
、
雑
用
の
申
に
は
差
荷
な
ど
の
運
賃
分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
推
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
の
高
運
賃
で
あ
ろ
う
か
。

 
次
に
、
運
賃
率
を
左
右
し
た
差
荷
と
し
て
運
ヒ
さ
れ
た
雑
公
事
に
つ
い
て
、
述
へ
る
。
各
職

は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
異
に
す
る
が
、
各
回
に
呉
通
な
品
目
は
、
大
豆
、
小
豆
、
糧
、
薦
、

莚
、
布
、
納
豆
な
ど
で
あ
っ
た
。
雑
公
事
の
中
で
も
重
要
な
意
義
を
も
つ
の
は
銭
貨
の
存
在
で

あ
る
。
こ
れ
を
、
参
考
の
た
め
表
4
と
し
た
。
そ
し
て
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
現
物

納
入
に
代
り
、
代
銭
納
入
が
広
範
と
な
る
時
期
は
、
十
三
世
紀
七
十
年
代
以
降
と
い
う
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
第
一
に
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
銭
価
が
大
き
い
こ
と
、
第
二
に
、
雑
公
事
が
代
銭

納
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
年
貢
米
は
充
分
銭
納
が
可
能
な
量
で
あ
っ
た
が
、

年
貢
米
に
代
嘉
納
は
波
及
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

例の納銭(表4)

荘宮若

銭6貫645文

(銭10貫文)

銭3貫文

銭3貫文

銭675文

文永7年5月6日

ii 7.  6.  25

一
銭
納
の
成
立
に
つ
い
て
、
二
、

2i 8.  2.  12

il 8.  4.  2

21 8.  5.  7

金  生  二

巴年11月23日瞬4飯

定
説
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

央
の
領
主
に
収
納
さ
れ
る
年
貢
は
は
じ
め
、

の
割
高
、
途
中
の
危
険
等
は
商
品
、

会
を
多
く
し
た
」
と
い
う
豊
田
武
氏
の
説
と
、

の
一
つ
の
契
機
と
し
て
は
認
め
つ
つ
も
、

粥  田
         ド   
1正応3年2月2。日1銭12貫文

荘一

(注)文永7年5月6日この時は米

   で納めた。

三
の
先
学
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し

 
 
こ
こ
で
は
、
代
銭
納
成
立
を
「
地
方
の
荘
園
よ
り
中

 
 
 
現
物
を
以
て
送
ら
れ
た
が
、
運
送
の
不
便
、
運
賃

貨
幣
経
済
の
進
展
に
伴
い
途
申
の
市
場
で
貨
幣
化
す
る
機

 
 
 
 
こ
の
運
賃
割
高
、
輸
送
の
障
碍
危
険
回
避
を
そ

 
 
「
荘
園
領
主
層
の
上
か
ら
の
代
銭
納
要
求
・
強
制
に

そ
の
主
導
的
な
要
素
な
り
条
件
を
な
す
」
と
主
張
さ
れ
る
佐
々
木
銀
弥
氏
の
説
を
併
記
し
て
、

後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

 
最
後
に
、
鎌
倉
時
代
の
年
貢
運
漕
の
諸
相
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
平
安
末
期
に
九
州
荘
園
、

と
り
わ
け
遠
賀
川
地
方
の
荘
園
か
ら
中
央
領
主
に
年
貢
が
受
け
取
ら
れ
る
ま
で
の
行
程
は
、
五

十
日
か
ら
百
三
十
日
も
か
か
っ
て
い
た
が
、
正
応
二
、
三
年
の
粥
田
荘
の
運
漕
は
三
十
二
日
及

び
三
十
六
日
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
水
運
の
発
達
に
伴
っ
て
、
年
貢
の
運
上
も
短
い
日
数
で
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行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
年
貢
運
漕
は
鎌
倉
期
以
降
様
々

な
政
治
的
経
済
的
社
会
的
障
碍
を
伴
っ
て
来
た
。

 
鎌
倉
以
降
経
済
的
対
象
と
化
し
た
関
所
に
よ
り
制
約
を
受
け
た
。
若
宮
荘
で
は
、
関
下
と
し

て
通
常
は
少
額
で
も
時
と
し
て
年
貢
運
送
賃
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め
た
。
粥
田
荘
で
は
、

度
々
幕
府
か
ら
過
所
を
発
給
さ
れ
た
。
ま
た
、
蒙
古
襲
来
の
た
め
、
弘
安
四
年
に
粥
田
荘
は
河

内
国
新
開
荘
と
交
換
さ
れ
、
金
生
封
米
は
門
司
関
で
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
(
建
治
三
)

社
会
的
に
は
、
降
っ
て
暦
応
四
年
碓
井
封
の
梶
取
乙
王
丸
が
海
賊
に
あ
っ
て
、
損
害
を
被
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

ω
 
同
氏
「
中
世
日
本
商
業
史
の
研
究
」
一
〇
三
頁

②
 
同
氏
「
中
世
に
お
け
る
代
銭
納
制
の
成
立
と
展
開
」
 
(
「
中
世
の
社
会
と
経
済
」
所

 
収
)
三
八
八
頁

㈹
 
相
田
二
郎
氏
「
中
世
の
関
所
」

ω
 
新
城
常
三
氏
「
鎌
倉
時
代
の
交
通
」
五
頁
、
飯
田
久
雄
氏
「
門
司
関
と
門
司
八
幡
宮
」

 
(
「
地
域
社
会
と
宗
教
の
史
的
研
究
所
収
)
四
二
頁

⑤
 
相
田
ご
郎
氏
「
蒙
古
襲
来
の
研
究
」
二
九
七
頁

第
三
節
 
室
町
期
の
年
貢
輸
送

 
遠
隔
地
荘
園
は
一
般
に
、
南
北
朝
を
契
機
と
し
て
、
京
都
・
奈
良
の
中
央
荘
園
領
主
と
の
関

係
が
断
た
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
遠
賀
川
地
方
で
は
、
中
央
荘
園
領
主
た
る
六
二
八
幡
宮
と

高
野
山
金
剛
三
昧
院
は
、
鎌
倉
時
代
に
若
宮
荘
、
粥
田
荘
を
そ
れ
ぞ
れ
所
領
と
し
て
以
来
、
荘

園
の
支
配
権
を
確
実
に
自
己
の
手
中
に
収
め
て
、
そ
の
関
係
を
存
続
さ
せ
て
い
た
。

 
こ
の
若
宮
・
粥
田
の
二
荘
を
申
心
に
し
て
、
年
貢
輸
送
を
考
え
て
み
よ
う
。

 
そ
の
前
に
、
古
代
以
来
続
い
た
観
世
音
寺
領
に
つ
い
て
簡
単
に
解
れ
て
お
こ
う
。
寺
領
の
経

過
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
山
鹿
は
早
く
平
安
末
期
、
金
生
封
は
建
治
三
年
、
碓
井
封
は
暦
応

四
年
以
降
不
明
と
な
る
。

 
鎌
倉
時
代
に
見
た
年
貢
運
上
の
史
料
か
ら
、
三
寺
社
領
荘
園
の
支
配
機
構
を
推
察
し
よ
う
。

そ
れ
は
、
署
判
者
を
類
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
え
よ
う
。

 
若
宮
荘
の
場
合
、
文
永
年
間
の
年
貢
運
上
送
文
で
は
、
六
斎
八
幡
宮
か
ら
遣
は
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
御
使
僧
、
及
び
荘
内
の
預
所
も
し
く
は
代
官
が
見
え
る
。
預
所
代
は
在
地
有
力
者
で
あ

ろ
う
。
同
じ
文
永
年
間
の
金
生
野
の
送
文
は
、
政
所
僧
、
封
歩
軍
、
預
所
僧
、
こ
れ
に
加
え
て

弁
済
使
僧
の
連
署
形
式
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
荘
園
制
的
支
配
が
確
実
に
寺
家
側
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
粥
田
荘
も
正
応
年
間
に
例
を
と
れ
ば
、
署
判
者
は
公
文
、

 
田
所
、
惣
政
所
で
あ
り
、
惣
政
所
は
代
々
、
金
剛
三
昧
院
の
役
僧
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
に
い

ず
れ
も
類
似
し
た
支
配
機
構
を
通
じ
て
、
荘
園
支
配
を
継
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
室
町
期
の
申
央
権
門
寺
社
の
遠
隔
地
荘
園
支
配
を
、
若
宮
荘
と
粥
田
荘
の
対
照
に
よ
っ
て
考

え
、
こ
の
時
期
の
年
貢
輸
送
を
考
察
し
よ
う
。

 
若
宮
荘
で
は
、
応
永
三
十
一
年
十
一
月
内
藤
智
得
が
大
内
氏
の
代
官
と
し
て
、
六
條
八
幡
宮

領
か
ら
若
宮
荘
の
所
務
職
を
与
え
ら
れ
、
年
一
一
の
納
入
を
四
百
石
の
う
ち
二
百
石
と
二
百
貫

に
し
て
請
負
っ
て
い
る
。
所
務
職
を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
暗
示
的
事
実
と
し
て
、
若
宮
荘
の

荘
務
権
が
、
こ
の
頃
ま
で
六
條
八
幡
宮
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
若
宮
荘
支
配
が
継
続
し
た
の
は
、
醍
醐
寺
を
背
景
と
し
た
政
治
力
や
現
地
に
お
け
る
在
地
武
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

家
勢
力
の
問
題
も
あ
る
が
、
少
く
と
も
荘
園
内
で
の
支
配
が
中
央
荘
園
領
主
側
か
ら
派
遣
さ
れ
年

て
い
た
荘
官
に
よ
っ
て
確
実
に
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和

 
年
貢
請
負
と
な
っ
た
若
宮
荘
は
十
月
十
一
日
の
内
藤
盛
貞
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
永
享
七
・
八
昭

・
九
年
の
末
進
は
千
石
に
及
ん
だ
。
そ
し
て
永
享
十
年
に
は
再
び
、
盛
貞
は
請
文
を
提
出
し
陽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
卸

て
、
銭
二
百
貫
と
米
二
百
石
を
請
負
う
と
約
し
た
。
再
度
の
請
文
は
、
そ
れ
が
守
ら
れ
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
先
の
請
文
は
当
年
の
運
送
で
あ
っ
た
が
、
永
享
十
年
の
請
文
は
翌
年
に
年
貢
鮪

運
上
と
い
養
退
寛
せ
た
.
 
肇
＋
二
年
以
降
は
、
過
所
が
莫
に
年
貢
輸
送
さ
れ
ξ
巌

を
物
語
る
が
、
文
安
六
年
か
ら
宝
徳
三
年
の
三
力
年
は
、
年
貢
米
も
「
但
去
年
分
」
と
な
り
、
 
弾

琴
線
三
年
五
月
を
も
っ
て
、
過
所
も
見
え
な
く
な
る
.
 
恐
ミ
こ
の
時
写
影
荘
の
年
轟

輸
送
が
崩
壊
消
滅
す
る
と
み
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
一
方
、
荘
園
的
形
体
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
期

つ
た
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
証

 
粥
田
荘
は
建
武
政
権
樹
立
の
前
後
に
混
乱
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
武
家
方
の
押
領
宇

が
始
ま
る
の
は
、
明
徳
三
年
の
頃
で
粥
田
荘
が
、
半
済
の
た
め
に
二
分
さ
れ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

 
明
徳
三
年
、
少
武
氏
の
被
官
宗
伊
賀
守
の
押
領
に
始
ま
り
、
永
享
五
年
「
中
国
他
国
の
軍
勢

群
集
」
し
年
貢
が
難
渋
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
嘉
吉
二
年
に
は
大
内
氏
の
被
官
鷲
頭

弘
忠
が
荘
主
を
追
い
出
し
て
一
円
押
領
に
及
ん
だ
。
文
安
二
年
大
内
教
弘
が
事
を
国
乱
に
よ
せ

て
、
管
領
の
成
敗
も
承
引
せ
ず
、
押
妨
を
続
け
た
。
文
明
三
年
に
は
少
武
氏
が
所
々
を
押
領

し
、
被
官
宗
彦
八
郎
は
文
明
十
年
ま
で
押
領
し
続
け
て
、
骨
内
に
乱
入
し
た
。

 
粥
田
荘
に
対
す
る
押
領
が
、
こ
れ
程
執
拗
に
行
わ
れ
て
、
一
般
化
し
て
も
、
金
剛
三
昧
院
の

衆
徒
や
粥
田
荘
の
荘
主
が
、
あ
く
ま
で
対
抗
し
て
、
或
は
幕
府
に
、
或
は
少
武
氏
へ
と
働
き
か

け
て
最
後
ま
で
荘
地
を
維
持
し
、
荘
務
権
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
金
剛
三
昧
院
と
粥
田
荘
の
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荘
主
の
努
力
も
、
あ
る
程
度
成
功
し
て
、
明
応
七
年
頃
ま
で
金
剛
三
昧
院
と
の
関
係
が
見
ら
れ

る
か
ら
、
そ
の
支
配
も
及
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
押
領
に
よ
っ
て
占
拠
さ
れ
た
粥
田
荘

は
、
分
化
し
、
金
剛
三
昧
院
と
の
関
係
が
見
え
な
く
な
る
頃
は
急
速
に
荘
園
と
し
て
の
資
質
を

失
う
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
と
も
か
く
、
粥
田
荘
と
若
宮
荘
は
、
中
央
荘
園
領
主
が
荘
務
権
を
維
持
す
る
か
、
否
か
で
対

照
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
荘
と
も
九
州
と
い
う
遠
隔
地
に
あ
っ
て
、
中
央
荘
園
領
主
の
支
配

が
室
町
時
代
後
期
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
、
遠
賀
川
地
方
荘
園
の
特
質
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い

と
思
う
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、
一
、
二
あ
げ
れ
ば
楠
橋
荘
は
醍
醐
寺
領
と
し
て
応
仁
二
年
ま
で

所
領
目
録
に
あ
り
、
麻
生
荘
と
同
時
に
野
面
、
三
田
、
山
鹿
の
各
回
を
当
知
行
し
て
い
た
麻
生

氏
は
文
永
二
年
か
ら
降
っ
て
文
安
四
年
に
過
所
を
も
っ
て
、
中
央
の
領
主
小
野
宮
家
に
知
行
分

の
米
五
百
石
の
う
ち
二
百
石
を
運
上
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
若
宮
荘
と
粥
田
荘
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
室
町
時
代
の
年
貢
輸
送
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

 
遠
賀
川
地
方
に
お
け
る
荘
園
の
年
貢
輸
送
の
直
接
的
な
史
料
は
二
通
で
あ
る
。
暦
応
四
年
五

月
の
碓
井
封
梶
取
乙
王
丸
の
起
請
文
と
降
っ
て
文
明
十
三
年
三
月
の
粥
田
荘
年
貢
送
進
状
の
二

通
で
あ
る
。
碓
井
封
梶
妻
恋
王
丸
は
淀
問
丸
に
年
貢
米
を
売
却
し
た
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
へ
の

年
貢
運
上
は
淀
津
へ
運
ば
れ
て
い
た
と
解
せ
よ
う
か
。
一
方
粥
田
荘
は
金
剛
三
昧
院
に
運
上
す

る
た
め
、
堺
津
に
運
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
の
二
通
の
年
貢
物
の
内
容
が
両
者
と
も
米
で
あ
っ
た
の
は
、
重
要
な
意
昧
を
も
つ
。

 
暦
応
四
年
に
碓
井
封
の
墨
取
乙
王
丸
が
年
貢
米
を
処
分
し
て
、
淀
の
問
丸
を
証
人
に
し
た
の

は
、
突
発
的
な
事
件
に
よ
っ
て
年
貢
米
が
大
き
な
損
害
を
受
け
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
米
を
銭
貨
に
交
換
し
た
と
い
う
事
実
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
遠
賀
川
地
方
の

荘
園
の
梶
取
が
米
を
売
却
し
た
こ
と
は
、
評
価
を
考
え
ら
遮
る
べ
き
一
面
を
持
っ
て
い
る
と
思

う
。
そ
れ
に
就
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
再
び
強
調
す
る
と
、
当
時
碓
井
封
の
年
貢
が

本
来
的
に
米
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
粥
田
荘
で
も
言
え
る
。
文
明
十
三
年
の
年
貢
輸

送
は
、
僅
か
に
三
石
ば
か
り
の
米
を
換
見
せ
ず
現
物
で
送
っ
て
い
る
。
文
明
十
五
年
二
月
の
金

剛
三
昧
院
納
所
幸
家
算
用
状
に
も
、
年
貢
に
米
を
送
っ
て
い
る
し
、
ま
た
雑
公
事
の
銭
納
も
窺

え
る
。
し
か
る
に
文
安
二
年
十
月
の
粥
田
荘
年
貢
米
下
行
分
書
上
の
粥
当
年
貢
三
百
貫
文
と
あ

る
の
は
、
墨
壷
納
よ
り
も
中
央
で
年
貢
米
が
売
り
払
わ
れ
た
と
解
釈
し
た
い
。
若
宮
荘
に
は
応

永
三
十
一
年
段
階
で
銭
二
百
文
と
な
っ
て
も
、
猶
、
年
貢
の
中
に
米
二
百
石
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

 
以
上
、
室
町
期
の
年
貢
輸
送
を
述
べ
た
が
、
管
見
で
の
史
料
が
な
く
、
年
貢
輸
送
に
終
始
し

て
、
水
運
の
具
体
相
を
明
ら
に
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
。

(
注
)
前
の
第
二
章
で
使
っ
た
史
料
ば
か
り
な
の
で
、

院
納
所
幸
家
算
用
状
は
高
野
山
文
書
五
の
二
＝
二
号
。

お
 
わ
 
り
 
に

こ
の
章
で
は
省
酪
し
た
。
金
剛
三
昧

 
不
充
分
な
が
ら
、
荘
園
制
下
の
水
運
の
主
流
を
な
し
た
年
貢
輸
送
の
歴
史
的
変
化
と
特
質
を

述
べ
て
結
論
と
す
る
。
荘
園
制
下
の
交
通
は
、
大
き
く
類
別
す
れ
ば
荘
園
年
貢
の
輸
送
と
そ
れ

に
付
随
し
た
荘
官
な
ど
の
往
来
が
あ
る
。
荘
二
等
の
荘
園
関
係
者
の
往
復
は
、
観
世
音
寺
封
荘

算
勘
状
(
東
大
寺
文
書
五
の
三
六
五
頁
)
に
尋
雫
帰
京
糠
料
L
「
別
当
使
聾
小
綱
子
源
帰
轟
料
」

「
御
使
帰
京
糠
料
」
、
文
永
年
間
若
宮
荘
の
年
貢
運
上
送
文
の
署
名
者
「
御
使
僧
定
成
」
、
建

治
三
年
十
一
月
浮
生
封
の
史
料
に
「
国
に
ハ
付
候
、
て
、
み
ち
の
ほ
と
い
つ
の
事
候
は
て
下
向

仕
候
め
」
(
林
講
補
三
。
頁
)
、
粥
田
荘
で
は
巷
が
方
乏
出
向
い
蒔
の
費
用
が
算

用
状
(
高
野
山
文
書
五
・
二
二
号
)
な
ど
覧
え
る
.
 
こ
の
様
に
荘
圏
係
者
の
往
来
の
史
料
は
散
見
さ
れ

る
。
し
か
し
、
往
還
の
実
態
を
明
確
に
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
。

 
次
に
、
年
貢
輸
送
の
歴
史
的
展
開
を
要
約
す
る
。

 
平
安
末
期
、
観
世
音
寺
領
に
代
表
さ
れ
る
荘
園
の
年
貢
運
上
は
、
百
石
程
の
年
貢
米
を
梶
取

が
責
任
者
と
な
っ
て
大
体
七
十
日
位
の
日
数
を
費
や
し
て
、
各
封
・
荘
か
ら
本
寺
東
大
寺
へ
と

送
ら
れ
た
。
こ
の
年
貢
運
漕
に
は
、
水
手
及
び
兵
士
・
綱
丁
が
加
わ
っ
て
い
た
。
遠
賀
川
を
川

艦
で
下
っ
た
年
貢
米
は
芦
屋
か
ら
江
川
を
通
り
洞
海
湾
へ
抜
け
、
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
て
、
淀

川
を
遡
流
し
淀
津
に
到
着
し
、
そ
こ
で
寺
家
に
渡
さ
れ
た
。

 
鎌
倉
期
以
降
、
年
貢
米
は
細
分
さ
れ
て
何
度
も
送
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
自

然
、
船
便
の
都
合
が
よ
い
時
に
他
の
積
載
物
と
一
緒
に
し
て
運
漕
さ
れ
る
様
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
梶
取
の
専
業
化
が
一
層
進
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
年
貢
物
も
、
年
貢
米
の
他
に
種
々

の
雑
公
事
が
加
え
ら
れ
遠
賀
川
地
方
か
ら
米
以
外
の
農
産
物
も
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
安

末
期
の
船
賃
は
船
荷
(
正
米
)
の
五
十
％
近
く
も
占
め
た
が
、
鎌
倉
期
は
、
本
質
的
に
は
三
十

五
％
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
関
米
や
そ
の
他
の
平
安
来
に
見
ら
れ
な
い
船
賃
が
付
加
さ

れ
た
か
ら
、
水
運
の
発
達
に
も
拘
ら
ず
、
運
賃
は
低
下
し
な
か
っ
た
。
水
運
の
発
達
は
中
央
荘

園
領
主
に
送
ら
れ
る
に
要
す
る
日
数
を
減
少
さ
せ
た
。
正
応
年
間
の
粥
田
荘
の
場
合
は
泉
州
堺

津
ま
で
一
ケ
月
余
で
着
く
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
海
賊
の
襲
撃
や
蒙
古
襲
来
に

よ
り
、
又
は
関
所
の
設
置
の
為
、
碓
井
封
、
粥
田
荘
と
金
管
封
、
更
に
若
宮
荘
が
そ
れ
ぞ
れ
の
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障
害
を
被
り
年
貢
運
上
が
妨
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
展
開
し
た
荘
園
の
年
貢
輸
送
も
、
室
町

後
期
に
は
銭
納
化
が
進
み
、
商
品
流
通
が
進
展
し
て
年
貢
輸
送
を
凌
ぐ
に
至
り
、
更
に
は
荘
園

の
崩
壊
と
共
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

 
遠
賀
川
地
方
の
荘
園
年
貢
の
輸
送
に
お
け
る
特
質
を
述
べ
る
。
中
央
領
主
の
荘
園
で
は
、
年

貢
物
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
た
年
貢
米
が
完
全
に
代
銭
納
制
へ
移
行
し
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
年
貢
米
が
代
零
墨
と
な
る
傾
向
は
全
く
見
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
時
期
も
降
る
。
応
永

三
十
一
年
の
内
藤
智
得
の
請
文
に
あ
る
年
貢
銭
二
百
貫
文
、
文
明
十
一
年
一
月
の
蓬
田
麗
々

籍
順
注
進
状
案
(
強
弾
罎
号
τ
「
御
室
・
・
日
毎
自
家
役
米
六
＋
貫
文
-
雷

候
、
高
野
ヨ
リ
ハ
八
講
米
廿
貫
文
ト
承
候
」
と
あ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
応
永
以
降
徐
々
に

進
行
し
つ
つ
は
あ
っ
た
。
そ
れ
が
領
主
側
の
要
求
で
あ
る
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。
代
銭
納
の
問

題
は
十
三
世
紀
後
半
に
起
っ
て
来
る
。
遠
賀
川
地
方
で
も
文
永
年
間
に
雑
公
事
の
中
に
一
部
代

銭
卜
制
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
、
年
貢
米
の
置
銭
納
制
成
立
の
条
件
に
つ
い

て
考
え
る
と
、
第
一
に
、
文
永
年
間
の
銭
納
は
充
分
に
年
貢
米
を
銭
納
化
さ
せ
る
可
能
性
を
有

す
る
銭
価
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
銭
貨
が
ど
こ
で
得
ら
れ
た
か
が
問
題
だ
が
、
筑
前
地
方

に
お
け
る
宋
銭
の
流
通
は
早
く
行
き
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
、
豊
田
氏
の
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る

(聯

拍
東
?
。

大
陸
に
近
か
っ
た
こ
と
は
そ
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
が
、
遠
賀
川

地
方
の
芦
屋
や
若
宮
地
方
で
発
掘
銭
の
一
、
二
、
の
例
を
見
る
の
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ

う
。
第
三
に
、
運
漕
の
上
で
遠
隔
荘
園
の
地
方
で
は
、
年
貢
を
銭
貨
で
納
め
る
方
が
、
よ
り
有

利
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
す
で
に
代
銭
儲
制
へ
の
機

が
熟
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

 
一
般
に
現
物
納
か
ら
功
銭
納
制
へ
の
移
行
は
、
佐
々
木
銀
弥
氏
に
よ
れ
ば
「
十
三
・
四
世
紀

の
段
階
で
は
荘
園
領
主
層
の
中
央
都
市
市
場
に
お
け
る
年
貢
米
の
大
量
販
売
1
1
銭
貨
獲
得
は
市

場
構
造
自
体
の
性
格
か
ら
し
て
一
定
の
限
度
が
あ
り
、
必
然
的
に
年
貢
、
米
販
売
目
必
要
銭
貨

獲
得
は
港
湾
市
場
や
地
方
の
荘
園
市
場
等
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
に
お
か
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
学
籍
成
立
の
必
然
性
善
い
出
す
こ
こ
と
が
出
来
る
と
思
2
(
讃
蒲
駕

毒
囎
の
の
難
譲
潮
」
)
と
言
わ
れ
る
.
 
氏
の
論
を
暫
し
つ
つ
、
地
方
荘
園
を
一
般
的

に
ま
た
見
れ
ば
現
地
で
は
鎌
倉
以
後
、
農
工
生
産
力
の
発
展
、
手
工
業
の
分
化
も
進
み
、
蝕
剰

生
産
物
の
量
も
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
売
買
し
得
た
の
は
、
荘
官
、
名
主
層
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
中
心
に
交
換
経
済
が
広
ま
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
「
関
東
か
ら
東
北
・

九
州
な
ど
の
辺
境
地
帯
は
農
業
の
生
産
力
が
低
く
、
農
民
の
手
許
に
飴
剰
生
産
物
も
残
ら
ず
、

自
然
市
場
に
投
下
さ
れ
る
商
品
の
量
は
極
め
て
砂
か
っ
た
。
こ
の
た
め
地
方
で
は
領
主
を
中
心

と
す
る
自
給
自
足
的
な
経
済
が
営
ま
れ
、
外
部
か
ら
は
、
特
定
の
地
方
に
し
か
産
せ
ぬ
物
資
の

み
が
商
人
の
手
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
塾
生
の
屋
形
附
近
に
は
市
も
立

て
ら
れ
た
。
こ
の
市
の
発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
貨
幣
の
流
通
で
あ
る
。
市
場
取

引
は
、
商
品
の
生
産
と
流
通
と
が
漸
次
頻
繁
と
な
る
や
、
准
布
・
准
米
等
の
現
物
貨
幣
が
用
い

ら
れ
た
。
殊
に
貢
納
物
の
貨
幣
化
は
、
庄
官
・
百
姓
の
市
場
依
存
率
を
一
層
高
め
た
。
地
方
の

庄
園
よ
り
中
央
の
領
主
に
収
納
さ
れ
る
年
貢
は
、
は
じ
め
現
物
を
以
て
送
ら
れ
た
が
、
途
中
の

市
場
で
幕
化
す
る
機
会
多
6
た
(
鰭
縄
飛
靴
課
目
橋
下
)
.
 
」
こ
の
様
盤
般
月

回
推
移
を
考
慮
し
て
、
遠
賀
地
方
を
考
察
す
る
と
、
荘
園
内
の
塞
流
通
は
、
辺
境
の
地
に
あ
璃

っ
て
文
永
年
間
の
銭
納
か
ら
推
し
た
如
く
特
異
性
を
も
つ
。
し
か
も
、
粥
田
荘
で
は
前
章
に
述
5
2

べ
た
如
く
特
異
性
を
も
つ
。
し
か
も
、
粥
田
荘
で
は
前
章
に
述
べ
た
如
く
市
の
成
立
も
手
工
業
脚

の
分
化
も
鎌
倉
末
期
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
こ
で
は
当
然
、
市
場
取
引
に
よ
る
商
品
流
通

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
陽

が
進
み
、
米
が
商
品
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
推
測
す
る
。
年
貢
米
が
代
銭
納
へ
転
換
さ
れ
な
鋼

か
っ
た
こ
と
を
、
佐
々
木
氏
の
先
の
見
解
の
中
で
も
、
領
主
側
か
ら
の
欲
求
と
い
う
視
点
か
ら
告

考
え
て
み
る
。
遠
賀
川
地
方
の
場
合
に
は
、
年
貢
米
が
基
調
と
し
て
変
化
せ
ず
、
雑
公
事
に
よ
郷

っ
て
代
銭
納
制
を
完
結
さ
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
こ
の
仮
定
に
よ
る
と
、
運
闘

賃
の
割
算
堤
霧
の
狭
小
さ
か
ら
生
ず
る
讐
の
繁
多
菱
ら
れ
な
い
.
 
遠
賀
川
轍

地
方
の
荘
園
か
ら
年
貢
米
を
収
取
す
る
こ
と
を
、
中
央
の
領
主
は
要
求
し
た
と
思
わ
れ
る
。
室
欝

町
時
代
に
降
っ
て
、
こ
れ
を
考
え
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
喋

室
町
期
に
お
け
る
一
般
の
簡
は
・
残
存
す
る
荘
園
隻
貝
も
・
か
っ
て
の
よ
う
な
現
物
収
郷

取
で
は
な
く
、
代
銭
納
方
式
に
よ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
現
物
の
換
貨
が
ど
こ
で
行
な

わ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
考
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
が
、
主
と
し
て
荘
園
の
現
地
で
あ
る
こ
と
は

事
実
だ
か
ら
、
要
す
る
に
、
現
物
で
農
民
か
ら
収
奪
し
た
米
を
荘
官
B
在
地
領
主
が
商
人
に
売

却
し
て
弔
事
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
も
に
、
在
地
領
主
自
身
の
取
得
米
も
一
部
の
自
家

消
費
部
分
あ
の
ぞ
い
て
米
穀
商
人
の
手
に
売
り
渡
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
荘
園
領
主

年
貢
米
、
在
地
領
主
取
得
米
の
換
貨
の
場
は
、
荘
園
内
に
立
て
ら
れ
る
市
場
と
し
て
発
達
を
と

げ
て
き
て
い
る
。
荘
園
市
場
で
商
人
の
手
に
引
き
わ
た
さ
れ
た
大
量
の
米
の
主
要
部
分
は
や
は

り
申
央
地
帯
に
送
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
当
時
、
年
貢
米
を
し
ば
し
ば
代
田
で
収
納
す
る
よ
う
に

な
っ
た
荘
園
領
主
た
ち
が
、
必
要
な
米
の
一
部
を
京
都
で
購
入
し
て
い
る
事
実
も
あ
る
。
そ
れ

と
と
も
に
、
新
し
い
巨
大
な
米
穀
需
要
者
と
な
っ
た
の
は
室
町
幕
府
に
結
集
し
た
武
士
層
で
あ
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つ
た
.
 
L
(
臨
雌
縣
噛
癖
馨

 
以
上
の
様
な
室
町
期
に
お
け
る
経
済
の
あ
り
方
に
対
し
、
遠
賀
川
の
荘
園
は
ど
ん
な
変
化
を

見
せ
た
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
室
町
前
期
で
も
鎌
倉
と
同
様
で
あ
る
。
室
町
後
期
は
、
こ
の
経
済

的
展
開
に
や
や
則
応
し
て
い
る
も
の
の
、
米
の
商
品
化
の
動
き
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
商
品

化
は
腰
銭
納
の
別
の
表
現
で
あ
り
、
遠
賀
川
地
方
の
荘
園
に
は
そ
の
史
料
と
し
て
代
銭
納
を
伝

え
る
の
は
、
明
応
四
年
の
善
法
寺
領
年
貢
進
納
隻
(
雛
蜆
聾
駐
順
L
)
で
あ
る
.
 
文

安
二
年
＋
月
の
粥
田
庄
年
貢
米
下
行
分
書
上
(
高
野
山
文
書
五
の
一
九
七
号
)
は
、
粥
田
年
貢
三
葺
文

の
銭
貨
獲
得
が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
記
す

に
止
め
る
。
米
の
換
貨
を
完
全
に
行
っ
た
の
は
、
明
応
三
年
が
、
管
見
で
は
唯
一
の
例
で
あ

る
Q

 
米
の
商
品
化
の
条
件
を
逐
一
追
っ
て
見
よ
う
。
米
の
商
品
輸
送
の
媒
体
と
な
っ
た
の
は
商
人

で
あ
る
。
し
か
る
に
、
商
人
が
活
発
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
も
、
在
地
有
力
商
人
の
発
生
も
見

ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
中
央
の
商
品
流
通
が
遠
隔
地
に
及
ば
ず
、
地
方
も
触
発
さ
れ
な
か
っ
た

と
考
え
る
。
荘
園
内
で
は
貨
幣
の
流
通
も
、
市
の
成
立
も
み
ら
れ
た
が
、
商
品
流
通
を
広
範
に

生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
。
殊
に
、
都
市
商
品
経
済
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
問
丸
は
、
九
州
で
は

遅
い
。
九
州
で
は
最
も
発
展
し
て
い
た
博
多
津
で
は
櫛
田
神
社
文
書
に
よ
り
天
正
十
五
年
六
月

に
問
丸
の
存
在
を
知
る
。
こ
の
初
見
史
料
が
閥
丸
の
発
生
よ
り
お
く
れ
る
と
し
て
も
、
と
も
あ

れ
そ
の
発
生
は
壽
末
期
の
域
を
出
な
い
と
推
察
さ
れ
三
鐸
鰐
糊
頭
髪
矯
艸

難
軽
魏
講
痢
見
)
.
 
だ
か
胤
九
州
地
方
の
中
か
ら
荘
園
に
吉
驚
さ
れ
た
米
の

商
品
化
の
要
素
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

 
暦
応
四
年
の
碓
井
封
梶
取
乙
王
丸
起
請
文
は
、
淀
の
問
丸
孫
太
郎
に
年
貢
米
を
売
却
し
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
年
貢
米
が
、
中
央
で
販
売
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
九

州
の
遠
隔
地
、
少
く
と
も
遠
賀
川
地
方
か
ら
は
恒
常
的
に
年
貢
米
と
し
て
送
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

と
考
え
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
年
貢
米
は
遠
隔
地
取
引
の
商
人
に
売
り
渡
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
前
提
と
す
る
。
貨
幣
商
品
経
済
の
発
達
し
た
中
央
の
隣
接
地
帯
か
ら
、
西
は
瀬
戸
内
海

地
方
ま
で
に
米
の
商
品
化
現
象
を
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
佐
々
木
氏
の
作
成
さ
れ
た
十
六
世
紀

の
国
別
代
籍
荘
雰
布
(
同
氏
前
掲
書
四
四
七
頁
)
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
藪
す
る
.
 

 
室
町
時
代
に
至
っ
て
も
年
貢
米
は
ま
だ
年
貢
輸
送
の
形
態
を
と
り
、
米
の
商
品
輸
送
も
充
分

に
は
発
達
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

て
よ
し
と
危
う
、

あ
 
と
 
が
 
き

結
局
、
荘
園
の
崩
壊
ま
で
年
貢
輸
送
は
存
続
し
た
と
冒
っ

 
以
上
、
不
充
分
な
が
ら
遠
賀
川
流
域
荘
園
の
う
ち
史
料
を
豊
富
に
残
す
も
の
に
つ
い
て
大
概

を
見
て
き
た
が
、
こ
の
他
に
分
布
図
(
(
そ
の
一
)
に
記
載
)
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
ま
だ
多
く

の
荘
園
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
史
料
が
少
い
か
又
は
年
貢
運
上
に
つ
い
て
の
史
料

を
欠
く
か
、
さ
ま
ざ
ま
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
に
充
分
ま
と
め
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
稿
を
改
め
て
述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
本
論
考
を
書
く
に
当
っ
て
、
田
中
雅
章
氏
(

福
岡
県
直
方
市
在
住
、
九
州
大
学
国
史
学
科
卒
)
に
実
地
調
査
の
同
行
や
蒐
集
し
た
三
百
枚
に

及
ぶ
史
料
カ
ー
ド
を
提
供
し
て
頂
い
た
。
こ
の
史
料
を
参
考
資
料
集
と
し
て
掲
載
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
紙
幅
の
都
，
合
上
割
愛
し
た
。
他
日
荘
園
史
料
集
と
し
て
役
立
て
る
様
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
昭
和
五
十
一
年
十
月
八
日
受
理
)

Res.  Rep.  of Ube 'rech.  Coll. ， No. 23.  March， 1977


